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平成26年度
一般会計
当初予算

阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成25年度および平成
26年度に係る財政事情を公表します。　平成26年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁　

346億5,000万円
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市税
142億
8,160万円

（41.2％）

市債
29億5,180万円（8.5％）

地方交付税
36億4,800万円

（10.5％）

県支出金
17億5,601万円

（5.1％）

国庫支出金
47億4,021万円
　　　（13.7％）

繰入金 
40億9,322万円（11.8％）その他

自主財源 
18億778万円（5.2％）

その他依存財源
13億7,138万円

（4.0％）

歳入
346億
5,000万円

自
主
財
源
　
58・２
％

依
存
財
源
　
41・８
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億3,800万円
利子割交付金 2,400万円
配当割交付金 5,000万円
株式等譲渡所得割交付金 3,700万円
地方消費税交付金 8億2,300万円
ゴルフ場利用税交付金 3,000万円
自動車取得税交付金 2,800万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 88万円
地方特例交付金 3,100万円
交通安全対策特別交付金 950万円

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 4億5,283万円
使用料及び手数料 4億8,740万円
財産収入 824万円
寄附金 1万円
繰越金 1万円
諸収入 8億5,929万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

歳出
346億

5,000万円

人件費 73億810万円（21.1%） 議会費 3億3,382万円（1.0％） 
総務費 61億7,731万円（17.8％） 
民生費 99億408万円（28.6％） 
衛生費 35億63万円（10.1％） 
労働費 2,228万円（0.1％） 
農林水産業費 5億9,932万円（1.7％） 
商工費 2億7,345万円（0.8％） 
土木費 26億33万円（7.5％） 
消防費 15億3,892万円（4.4％） 
教育費 36億77万円（10.4％） 
災害復旧費 1,121万円（0.0％） 
公債費 33億3,282万円（9.6％） 
諸支出金 27億2,506万円（7.9％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

物件費 47億7,461万円（13.8％） 
維持補修費 3億2,763万円（0.9％） 
扶助費 57億8,102万円（16.7％） 
補助費等 25億1,056万円（7.2％） 
普通建設事業費
 75億1,826万円（21.7％） 
災害復旧費 1,121万円（0.0％） 
公債費 33億3,282万円（9.6％） 
積立金 3万円（0.0％） 
貸付金 6億7,650万円（2.0％） 
繰出金 23億7,926万円（6.9％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 
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当初予算の主要事業

１．心地よく住みやすいまちをつくる

25億123万円

道路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改良、
舗装

住宅の整備…〈仮称〉春日野団地建設事業
下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備
防災・消防・防犯体制の整備…デジタル防災行政

無線整備、住まいの安全・安心リフォーム支援、
福井川洪水ハザードマップ作成、津乃峰総合セ
ンター建設事業、ＬＥＤ防犯灯整備、自主防災
組織育成、消防施設整備、消防救急デジタル無
線整備

地域情報化の推進…電算機器購入、電子自治体の
構築

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる

99億7,554万円

地域福祉の推進、保健・医療の充実…社会福祉事
業等活動費補助、臨時福祉給付金事業、各種予
防接種、母子保健対策、妊婦一般健康診査、妊
婦訪問、女性特有のがん検診等各種健康診査、
不妊治療費助成、小児慢性特定疾患児日常生活
用具給付、自殺予防対策緊急強化、地域医療確
立対策補助金

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…
敬老会助成、高齢者住宅改造促進、〈仮称〉岩脇
こどもセンター建設事業、児童手当給付、未熟
児養育医療費助成、こども医療費助成、放課後
児童クラブ運営、病児・病後児保育、子育て世
帯臨時特例給付金事業、人工内耳電池費用助成、
地域活動支援センター運営事業費補助、障害者
地域生活支援、ファミリーサポートセンター運
営事業、障がい者基本計画・第４期障がい者福
祉計画策定、高齢者福祉計画・第 6 期介護保
険事業計画策定、救急医療情報キット配付

３．美しくひかり輝くまちをつくる

４億2,432万円

環境循環型社会の形成…住宅用太陽光発電システ
ム導入支援、生物多様性の現状調査、合併処理
浄化槽設置補助、電気式（乾燥式）生ごみ処理
機購入助成、環境総合調査

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策
衛生環境行政の充実…災害（震災・水害）廃棄物

処理計画改訂
公園・緑化の推進…防災公園整備（津乃峰・富岡

東部地区）、中心市街地活性化広場公園整備

４．活力と夢を育むまちをつくる

３億1,053万円

農林漁業の振興…地域農業振興事業、有害鳥獣
対策、環境保全型農業直接支払交付金事業、
森林整備地域活動支援交付金事業、農業用施
設整備、経営所得安定対策、人・農地問題解
決支援事業、耕作放棄地全体調査、沿岸漁業
等振興事業

商工業・観光の振興等…ＡＭＡ地域連携・交流
事業、光のまちづくり事業補助、「祭り」の
活性化、阿南風景百選、那賀川渇水対策協議
会運営事業補助、野球のまち阿南推進協議会
補助、地域商品券発行助成、あななんPR事業

雇用環境・消費者行政の充実…消費生活セン
ター運営

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる

18億8,040万円

生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21 活動補
助、公民館耐震診断

学校教育の充実…阿南中学校屋内運動場改築、
富岡小学校プール改築、中野島小学校校舎増
築、外国青年招致、〈仮称〉阿南中央給食セン
ター建設事業、阿南市教育振興計画策定

人権の尊重…人権フェスティバル開催
男女共同参画社会の推進…女性のための生き方

なんでも相談
健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…

屋内多目的施設整備、体育施設整備（羽ノ浦
スポーツランドほか）、トップアスリート招
致事業補助、こども水泳講座開催、こころの
プロジェクト「夢の教室」開催

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…
国史跡「阿波遍路道」看板・誘導サイン設置、
郷土史編さん、市民会館ほか自主事業

６．みんなで築くまちをつくる

72億4,800万円

市民と行政との協働体制の推進…婚活応援事業
広域行政の推進 …定住自立圏共生ビジョン事

業の展開
効率的な行政運営…庁舎建設、行政評価制度運

用支援業務委託、人事評価制度導入支援業務
委託、東京事務所運営

健全な財政運営…長期債の償還
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■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成25年度末現在高見込み 平成26年度末現在高見込み

見　込　額 構成比 見　込　額 構成比
⑴ 普 　 　 通 　 　 債 244億7,391 71.6 252億1,216 73.5 

１ 総　　　　　　務 16億8,102 4.9 20億1,538 5.9 
２ 民　　　　　　生 9億5,940 2.8 9億2,081 2.7 
３ 衛　　　　　　生 44億3,765 13.0 43億9,705 12.8 
４ 農 　 林 　 水 　 産 10億7,777 3.1 9億1,548 2.6 
５ 商　　　　　　工 6,306 0.2 3,016 0.1 
６ 土　　　　　　木 73億7,443 21.6 74億6,871 21.8 
７ 公 　 営 　 住 　 宅 14億2,507 4.2 14億3,911 4.2 
８ 消　　　　　　防 18億9,965 5.5 21億1,475 6.2 
９ 教　　　　　　育 55億5,586 16.3 59億1,071 17.2 

⑵ 災 害 復 旧 債 8,807 0.2 8,060 0.2 
１ 単 　 独 　 災 　 害 85 0.0 28 0.0 
２ 補 　 助 　 災 　 害 8,722 0.2 8,032 0.2 

⑶ そ 　 　 の 　 　 他 96億2,420 28.2 90億1,977 26.3 
１ 減 収 補 て ん 債 6億8,750 2.0 5億6,250 1.6 
２ 減 税 補 て ん 債 7億7,471 2.3 5億7,845 1.7 
３ 臨時税収補てん債 1億2,108 0.3 9,171 0.3 
４ 一 般 会 計 出 資 債 4億3,231 1.3 4億1,550 1.2 
５ 臨 時 財 政 対 策 債 76億860 22.3 73億7,161 21.5 

合　　　　計 341億8,618 100.0 343億1,253 100.0 

■市有財産の状況（平成25年度末見込み）

区　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）

行政財産 1,881,903 389,875 
普通財産 44,154 1,256 

■基金の状況（平成25年度末現在高見込み）

財 政 調 整 基 金 120億2,127万円
減 債 基 金 33億9,862万円
特 定 目 的 基 金 88億7,310万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　142億8,160万円
●１世帯当たりの税額　	 475,214円
●１人当たりの税額　　	 186,361円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額	 1,152,963円
●１人当たりの支出額　　	452,149円

※２月末現在の人口（76,634人）、
　世帯数（30,053世帯）より試算

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
区　　　　分 予　算　額 収入済額 区　　　　分 予　算　額 支出済額

市 税 145億8,750 133億4,599 議 会 費 3億3,136 3億106
地 方 譲 与 税 3億3,800 2億1,558 総 務 費 45億8,773 27億8,147
利 子 割 交 付 金 2,600 2,227 民 生 費 98億8,196 85億7,427
配 当 割 交 付 金 3,400 1,301 衛 生 費 92億658 25億3,604
株式等譲渡所得割交付金 1億8,200 0 労 働 費 5,113 4,209
地 方 消 費 税 交 付 金 7億 4億8,574 農 林 水 産 業 費 6億5,168 3億6,985
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 3,000 2,093 商 工 費 3億4,201 2億6,808
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,400 3,505 土 木 費 23億8,936 10億7,126
国有提供施設等所在市町村助成交付金 86 98 消 防 費 23億6,557 11億2,867
地 方 特 例 交 付 金 3,100 3,157 教 育 費 55億8,371 26億7,716
地 方 交 付 税 39億9,415 35億7,653 災 害 復 旧 費 1,320 20１
交通安全対策特別交付金 1,000 445 公 債 費 35億2,149 18億7,357
分 担 金 及 び 負 担 金 4億7,481 3億7,522 諸 支 出 金 32億1,490 20億4,723
使 用 料 及 び 手 数 料 4億9,937 3億9,870 予 備 費 3,000 0 
国 庫 支 出 金 85億9,215 50億1,161 合　　　　計 421億7,068 236億7,276
県 支 出 金 19億5,215 2億1,574
財 産 収 入 5,567 5,442
寄 附 金 1億1,236 1億1,279
繰 入 金 19億8,134 1,030
繰 越 金 7億3,049 7億3,049
諸 収 入 8億3,733 1億1,621
市 債 69億4,750 50

合　　　　計 421億7,068 247億7,808

平成25年度一般会計予算の執行概況（予算は３月補正含む）
平成26年２月28日現在（単位：万円）

執行概況は、平成24年度繰越明許費を含んでいます。
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区　　　分 平成26年度
当 初 A

平成25年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

収 益 的
収 　 入 15億6,154 14億1,262 1億4,892

支 　 出 15億5,216 14億862 1億4,354

資 本 的
収 　 入 1億5,385 3億2,554 △1億7,169

支 　 出 7億5,455 8億8,463 △1億3,008

平成25年度
現 計 予 算 収 入 済 額 支 出 済 額

14億2,352 11億4,777

13億9,676 8億6,720

3億2,554 0 

8億8,426 2億9,884

会　　　計　　　名 平成26年度
当 初 A

平成25年度
当 初 B

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,929 3,477 △548

加茂谷財産区運営事業特別会計 36 36 0

伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 163 162 1

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 81億1,000 81億7,800 △6,800

加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,500 9,100 400

伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,800 1,700 100

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億7,440 9億4,840 △3億7,400

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 74億8,000 73億3,000 1億5,000

伊島地区生活排水処理事業特別会計 720 711 9

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 4億1,300 4億1,500 △200

奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,958 1,357 601

春日野地域下水道事業特別会計 4,152 3,250 902

羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億2,930 1億2,110 820

豊香野地区生活排水処理事業特別会計 470 450 20

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 10億220 8億7,200 1億3,020

平成25年度
現 計 予 算

（３月補正含む）
収 入 済 額 支 出 済 額

3,477 753 1,789

36 36 0 

162 161 1

88億3,500 59億5,946 70億4,688

9,471 6,594 6,505

1,700 722 1,159

13億3,989 2億5,279 3億8,966

76億6,056 66億5,112 61億7,172

711 625 129

4億1,500 3億726 2億8,417

1,357 1,196 918

3,250 1,797 1,499

1億2,590 3,167 6,895

450 230 223

8億7,200 7億6,985 6億4,042

特別会計の状況（予算は３月補正含む）

水道事業会計の状況（予算は３月補正含む）

（単位：万円）執行概況は平成26年２月28日現在のもので、平成24年度繰越明許費を含んでいます。

執行概況は平成26年２月28日現在（単位：万円）
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■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 304,157円 43.09歳

■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

■人件費の状況
平成25年度  
一般会計３月補正後予算総額　390億3,930万円

人件費
70億9,885万6千円
(18.2%)

平成25年度
一般会計３月補正後
給与費予算額
46億6,125万円

給料
29億8,288万6千円
（64.0％）

期末勤勉手当
11億5,031万円

（24.7%）

その他
5億2,805万4千円

（11.3％）

（１人当たり給与費571万2千円）

■一般行政職の級別職員数の状況

定型的な業務を行う職務　45人
高度な知識または
経験を必要とする
業務を行う職務
22人

係長、主任の職務
またはこれに相当
する職務　50人

１
級

７
級 ２級

３級

４級５級

６級

課長補佐及び主査の職
務またはこれに相当す
る職務　128人

参事、課長及び主幹の職
務またはこれに相当する
職務　68人

部長の職務またはこれに
相当する職務　14人

困難な業務を分掌す
る係長、主任の職務
またはこれに相当す
る職務　87人

職員数
414人

阿南市職員の給与の現状

●
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由	（
各
年
４
月
１
日
現
在
）

（単位：人）
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成24年 平成25年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0 
総 務 118 122 4 業務の増加に伴う増
税 務 36 36 0 
民 生 210 205 △ 5 業務体制の見直し及び退職不補充による減
衛 生 84 84 0 
農 林 水 産 30 30 0 
商 工 13 13 0 
土 木 62 63 1 業務の増加に伴う増
小 計 559 559 0 

特別行
政部門

教 育 158 154 △ 4 退職不補充による減
消 防 102 103 1 欠員補充
小 計 260 257 △ 3

普 通 会 計 819 816 △ 3

公営企
業会計
等部門

病 院 2 1 △ 1 退職不補充による減
水 道 24 22 △ 2 徴収事務の民間委託
下 水 道 12 12 0 
そ の 他 27 25 △ 2 業務体制の見直しによる事務の統合
小 計 65 60 △ 5

合 計 884 876 △ 8
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含み、補助員及び嘱託職員を除く。

■職員給与費の状況

定
員
管
理
の
状
況
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■職員の経験年数別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 254,200円 305,900円 351,300円

高校卒 220,300円 258,200円 310,100円

■扶養手当の状況

扶　養　親　族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親族
１人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■期末、勤勉手当の状況（平成25年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期
（1.025月分） （0.875月分）

1.225月分 0.675月分

12月期
（1.175月分） （0.875月分）

1.375月分 0.675月分

計
（2.2月分） （1.75月分）

2.6月分 1.35月分

カッコ内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 23.03月分 32.83月分 46.55月分 55.86月分

勧奨・定年 28.7875月分 38.9550月分 55.86月分 55.86月分

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間2.95月分です

●
定
員
適
正
化
目
標

　
阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
を
指
針
と
し
て
事
務
の
合
理
化
、
効

率
化
の
推
進
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
の

均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

　
組
織
機
構
の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
及

び
民
間
委
託
等
の
活
用
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
捗
（
実
績
）
の
概
要

（単位：人）

区　分

部　門

平成23
年計画
始期

平成
24年
1年目

平成
25年
2年目

平成
26年
3年目

平成
27年
4年目

平成
28年
5年目

平成24年
〜平成28年

計

（参考）
数値
目標

一 般
行 政

職員数 574 559 559 ― 551

増 減 △ 15 0 △ 15 △ 23

教 育
職員数 158 158 154 ― 155

増 減 0 △ 4 △ 4 △ 3

消 防
職員数 103 102 103 ― 105

増 減 △ 1 1 0 2

公 営
企 業
会計等

職員数 67 65 60 ― 64

増 減 △ 2 △ 5 △ 7 △ 3

計
職員数 902 884 876 ― 875

増 減 △ 18 △ 8 △ 26 △ 27

（注）１．計画期間は、平成24年〜平成28年の５年間である。
２．増減は対前年比の職員増減数を示す。
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

～
３
本
の
映
画
～

ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」

　

故
沼
田
鈴
子
さ
ん
は
爆
心
地
か

ら
約
１
㌔
の
広
島
逓
信
局
で
被
爆
。

建
物
の
下
敷
き
に
な
り
、
左
足
を

切
断
。
婚
約
者
も
戦
死
し
、
自
殺

ば
か
り
考
え
て
い
た
が
、
熱
線
と

爆
風
で
幹
の
半
分
が
焼
け
焦
げ
、

枯
れ
木
同
然
の
ア
オ
ギ
リ
か
ら
新

芽
が
出
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
そ

の
姿
に
生
き
る
勇
気
を
得
ま
し
た
。

　

自
ら
の
被
爆
体
験
を
通
し
て
、

平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
愚
か
さ
を

訴
え
続
け
、
87
歳
で
亡
く
な
っ
た

平
和
の
語
り
部
と
し
て
の
彼
女
の

人
生
を
描
い
た
映
画
で
す
。
福
井

町
出
身
の
は
ら
ま
い
こ
さ
ん
が
主

人
公
の
妹
役
と
し
て
、
出
演
さ
れ

て
い
ま
す
。
試
写
会
で
見
た
彼
女

の
演
技
に
、
大
い
な
る
将
来
性
を

感
じ
ま
し
た
。
阿
南
が
生
ん
だ
大

女
優
に
成
長
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

「
じ
ん
じ

ん
」

　

北
海
道

旭
川
市
の

　

今
回
の
市
長
通
信
は
、
３
本

の
映
画
に
つ
い
て
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
モ
ン
ゴ
ル
野
球
青
春
記
」

　

約
２
０
０
０
人
の
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
物
心
両
面
で
支
え
、

日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
国
交
40
周

年
を
記
念
し
、
制
作
さ
れ
た
阿

南
発
の
映
画
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
横
綱
白
鵬

が
宣
伝
大
使
を
務
め
、「
野
球

の
ま
ち
阿
南
」
の
要
請
に
よ
り
、

日
本
野
球
機
構
か
ら
も
推
薦
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に
は
米

国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
か
れ
た

第
５
回
オ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
映
画

祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、

一
層
評
価
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
阿
南
市
と
野
球
交

流
を
続
け
る
東
京
都
八
丈
島
に
、

町
を
挙
げ
て
自
主
上
映
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
上
映
を
皮
切

り
に
、
本
格
的
に
全
国
上
映
が

始
ま
り
ま
す
。
阿
南
の
知
名
度

北
50
㌔
に
位
置
す
る
剣け

ん

淵ぶ
ち

町
が
舞

台
で
す
。

　

町
の
人
口
減
少
を
く
い
止
め
よ

う
と
、
１
９
８
８
年
、
若
者
た
ち

が
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
を
創
ろ

う
会
」
を
結
成
し
、
町
民
主
体
の

運
動
を
展
開
し
、
行
政
と
あ
い
ま

っ
て「
絵
本
の
館
」の
建
設
や
、「
け

ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」
な
ど
の

事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
今
や
、
人
口

３
４
１
９
人
の
町
に
大
勢
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
町
を
訪
れ
た
俳
優
、
大
地
康

雄
さ
ん
は
、
そ
の
取
組
や
自
然
の

美
し
さ
に
感
動
し
、
絵
本
が
紡
ぐ

親
子
の
き
ず
な
を
描
き
、
感
動
が

「
じ
ん
じ
ん
」
と
脈
打
つ
よ
う
に

心
身
に
染
み
入
る
映
画
を
つ
く
り

あ
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
東
京
・
阿
南
ふ
る

さ
と
光こ

う

流り
ゅ
う

会か
い

に
は
、
ご
夫
妻
で
出

席
し
て
い
た
だ
き
、
首
都
圏
で
生

活
し
て
い
る
阿
南
市
出
身
者
の

方
々
を
激
励
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

年
内
に
は
、
大
地
康
雄
さ
ん
を

阿
南
に
お
招
き
し
、「
じ
ん
じ
ん
」

の
上
映
会
を
計
画
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ふ

る
さ
と
振
興
課
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な

ど
、
詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ふ
る
さ
と
振
興

課
（
☎
22

－
７
４
０
４
）
へ

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
害

者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
）
に
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
（
保
健
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
）
に
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
受
診
券
を
添
え
て
保

健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

阿
南
市
へ

●
金
一
封

橘
町　

橘
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
様
か
ら
橘
地
区
防
災
公
園
施

設
整
備
資
金
と
し
て

●
車
い
す
１
台

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

公
共
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
た
め

●
金
28
万
２
２
５
０
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様
か

ら「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
く「
ま
ち
づ
く
り
協
力
金
」

と
し
て

阿
南
市
消
防
本
部
へ

●
金
10
万
円

福
井
町　

森　

敏
博
様
か
ら
救
急

備
品
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京・阿南ふるさと
光流会であいさつす
る大地康雄さん

「アオギリにたくし
て」で女優デビュー
したはらまいこさん
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
間

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
（
若
年

者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を

含
む
）
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
過
去
２

年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象

期
間
も
拡
大
さ
れ
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な
ど
の

前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
、
失
業
な
ど
の
特
例
免

除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
５
月
か
ら
環
境
管
理

事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
作
業
補
助
員

応
募
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
２
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

４
月
８
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
４
月
８
日
㈫
～
17
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト

試
験
日　
４
月
20
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
固
定
資
産
評
価	

証
明
書
等
の
発
行
時
期

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

４
月
１
日
㈫
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

４
月
４
日
㈮
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も
、

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料

（
た
だ
し
、
コ
ピ
ー
代
は
１
枚
10

円
が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

平
成
27
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
６

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

（
会
議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
17
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

水道部からのお知らせ
水道メーターの交換
交換する際は各戸に事前に通知します。
交換予定地区　富岡町、見能林町、羽ノ浦町、
　　　　　　　那賀川町（平島・今津）
交換予定期間　４月～平成 27 年３月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は市民の皆さまからの水道使用料金で
運営しています。

節水にご協力ください　　　
水は日常生活に欠かすことのできない限りある
資源です。

問い合わせは　水道部業務課（☎22ー0587）へ

量水器の位置確認の調査にご協力ください
上水道情報管理データを整備し、上水道施設の
適正な管理と復旧作業を迅速に行うための立ち
入り調査を行います。調査を行う際は事前にお
知らせしますので、ご協力ください。
調査地区　中林町、才見町、辰己町、向原町、
　　　　　黒津地町、福村町、豊益町、畭町
調査内容　道路内の水道管の埋設位置や弁栓類

の調査、各戸の量水器の位置確認
期間　４月～７月（予定）
※調査員は阿南市水道部委託者の腕章をつけ、

調査業務従事者の証明書を携帯しています。
ご不明な点がありましたらお尋ねください。

問い合わせは　水道部工務課（☎22ー3295）へ

9　広報あ な ん 2014.04



人
権
教
育・啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
及
び

人
権
啓
発
に
係
る
調
査
及
び
研
究

に
関
す
る
活
動
費
補
助
事
業

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業　
実
施
主
体
の
自

主
的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・

啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を

目
的
と
し
た
事
業

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

補
助
金
の
交
付
対
象
、
申
請
方
法
、

補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。第

１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

市
民
講
座

日
時　
４
月
21
日
㈪　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
身
近
な
人
間
関
係
と
女

性
の
人
権
～
の
び
の
び
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
～
」

講
師　
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
徳
島　

代
表
者　

河
野
和
代

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
４
月

14
日
㈪
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
前
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
家
庭

か
ら
。
お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す

た
め
に
、
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
15
日
㈭
・
21
日
㈬
・

28
日
㈬
・
６
月
３
日
㈫
・
12
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
20
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
５
月

７
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
、
は
が
き
（
当
日

消
印
有
効
）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

平成26年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

第１回 ５月22日㈭
18:30～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 美波町長　影治信良さん

第２回 ６月17日㈫
19:00～ 歴史 ひまわり会館

ふれあいホール
蘭学者 橋本宗吉（曇
齋）の一生と背景 阿南市史編さん室長　古川良夫さん

第３回 ７月５日㈯
19:00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 ９月17日㈬
19:00～ 自然 ひまわり会館

ふれあいホール
渡り蝶「アサギマダ
ラ」とフジバカマ アサギマダラ愛好家　撫中義美さん

第５回 10月上旬 現地研修 大阪府 未　定

第６回
11月22日㈯
10:00～
14:00～

調理 ひまわり会館
グルメルーム 健康食 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第７回 12月14日㈰
9:00～

人権フェスティ
バル参加

文化会館
夢ホール 未　定 未　定

第８回 平成27年1月24日㈯
13:30～

生涯学習推進大
会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 ２月４日㈬
18:30～

健康
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール

健康寿命をのばす
運動

徳島大学大学開放実践センター
教授　田中俊夫さん

受講資格　学習意欲のある人　
募集定員　130人（定員を超える場合は抽選を行い、開講通知

の案内をもって当選案内とします）
受 講 料　年間1,500円

（調理実習、現地研修などは実費負担があります）
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入のうえ、４月18日㈮までに

お申し込みください。電話での申込みは、受付していません。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　生涯学習課（☎22ー3391）へ

… 第38回成人大学受講生募集 …
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平
成
26
年
度

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

対
象　
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に

浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き
る

方
。（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法

第
４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た

区
域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理

事
業
区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道

事
業
区
域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排

水
処
理
事
業
区
域
お
よ
び
羽
ノ
浦

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
。）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
25
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
11
月

28
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　

補
助
金
交
付
申
請

書
（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
原
則
、

浄
化
槽
設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の

８
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
の
社
会

参
加
促
進
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
え
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
、
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
で
こ
れ
ま

で
に
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

日
時　
５
月
13
日
㈫
～
10
月
21
日

㈫
の
毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
～

９
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

21
世
紀

室内
容　
入
門
課
程
講
習
（
講
義
３

回
・
実
技
20
回
）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
必

要
）

募
集
人
数　
40
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
福
祉
課

窓
口
に
て
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
２
重
ロ
ッ
ク
の
励
行

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
新
た

に
自
転
車
を
購
入
さ
れ
た
お
子
さ

ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
大
切
な

自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
、
備

え
付
け
の
鍵
以
外
に
ワ
イ
ヤ
ー
鍵

等
で
２
重
ロ
ッ
ク
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

151 件（359）
0 人（  0）

18 人（ 56）

救 急 件 数
搬送人員

264 件（585）
248 人（565）

火 災
件 数
損 害 額

3 件（ 　7）
0 円（ 0円）

●阿南署管内平成26年２月分合計　カッコ内は１月からの累計

70歳から74歳の方の窓口負担は法律上２割となっています
が、特例措置でこれまで１割負担とされていました。平成
26年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置
が見直されることになりました。見直しに当たっては、高齢
の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、平成26
年４月２日以降70歳の誕生日を迎える方から、段階的に実
施されることになりました。

平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方
（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）

70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方はそ
の月）の診療から、窓口負担が２割になります。（例えば
平成26年４月２日～５月１日に70歳の誕生日を迎える方は、
５月診療から２割負担になります。）一定の所得がある方は、
これまでどおり３割負担です。なお、窓口負担には毎月の負
担上限額が定められていますが、70歳から２割負担となる
方は、69歳までと比べて上限額が下がります。

平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方
（誕生日が昭和19年４月１日までの方）

平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わり
ません。（平成26年３月２日～４月１日に70歳の誕生日を迎
えた方は、これまでの３割負担から１割負担になります。）
一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。窓口
負担の毎月の負担上限額も変わりません。

問い合わせは　保険年金課（☎ 22ー1118）へ

国民健康保険加入の
70歳から74歳の方の窓口負担
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美しいあなんを求めて 連載㉕〜下水道〜

公共下水道供用開始区域が４月１日から広がります

公共下水道を使用できる区域（供用開始区
域）に該当する方は、お早めに下水道に接続
してください。接続工事は、必ず排水設備指
定工事店（市ホームページ掲載）に依頼して
ください。一定期間内に下水道へ接続される
方（新築を除く）には、助成金制度を設けて
います。
また、平成26年度供用開始区域の土地につ
いて、受益者負担金の徴収猶予を受けられて
いる方は、未供用による猶予が取消しとなり、
８月から徴収開始となりますのでご確認くだ
さい。なお、平成25年８月以降に、土地の
売買や相続等により受益者が変更になってい
る場合は、下水道課までご連絡ください。

問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ
保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成26年度および平成27年度の保険料率

（被保険者均等割額・所得割率）が決定しました。被保険者一人一人に納めていただく保険料は、
公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

被保険者均等割額 　51,273円（被保険者全員が等しく負担） 所得割率　10.02％（被保険者が所得に応じて負担）

【保険料の計算方法】
被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額57万円です。（平成26年４月１
日から、保険料の上限が年額55万円から57万円に引き上げられます）
保険料 ＝ 被保険者均等割額51,273円 ＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.02％｝

【保険料の軽減】
所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。

問い合わせは　保険年金課（☎22−8064）または徳島県後期高齢者医療広域連合（☎088−677−3666）へ

被保険者均等割額の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等
割額が世帯単位で軽減されます。

所得割額の軽減

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に
応じて、所得割額が軽減されます。

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合
以外の健康保険の被扶養者となっていた方が対象です。

基礎控除（33万円）後の
総所得金額等 所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 ８. ５割

33万円＋（24万５千円×被保険者数）以下 ５割

33万円＋（45万円×被保険者数）以下 ２割

凡　　例

道路 
ＪＲ軌道 
事業区域 
これまでの供用開始区域 
今回の供用開始区域 

富岡西郵便局◦

JR 阿南駅◦

◦文化会館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

平成26年４月１日
から供用開始区域
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「阿南ちゃらんぽらん会」

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ２

東 京アラカルト

Vol. ２

東 京アラカルト

市の業務に関する「Ｑ＆Ａ」をホームページに掲載しました

市民の皆さまから電話や
電子メール等でお問い合
わせいただいたことにつ
いて、一問一答形式で
ご覧いただける「阿南
市 Q&A」を追加しまし
た。市役所へお問い合わ
せの際にご利用ください。
トップページからご覧い
ただけます。

問い合わせは
ＩＴ推進課

（☎22 ー 1117）へ

クリック

今回は、東京・阿南ふるさと会の若手グループ
「阿南ちゃらんぽらん会」を紹介します。
昨年３月、阿南市東京事務所の呼びかけで集まっ
た、24～35歳の若者が意気投合して結成されま
した。メンバーの顔ぶれは会社員、公務員、起業
家、飲食業、俳優、ライター、弁護士など多彩で、
情報交換やふるさと阿南市を応援する活動を展開
しています。
昨年８月の麻布十番納涼祭り「おらがくに自慢」
では、メンバーの１人が経営するバーで研究・開
発したスダチ、やまもも、ブルーベリーのカクテ
ルを販売したところ大好評で、若い力で阿南市を大きくアピールしてくれました。現在は、ＮＰＯ法
人設立に向けて申請中で、活動のモチベーションはさらに高まっています。会長の吉田全利さん（32
歳・江東区）は、「阿南市のＰＲはもちろん、将来はイベントや研究会の企画、特産品の通販のほか、
阿南市から上京してくる若者たちの相談事業にも取り組みたい」と意気込んでいます。去る３月29
日には、桜の名所・芝公園で「花見大会」を開催し、東京で新たな生活をスタートさせる仲間を歓迎
しました。
誰が名づけたか「阿南ちゃらんぽらん会」、その名前のウラには「大きな夢」が秘められているようです。

阿南市東京事務所　
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●シリーズ

豆 知 識

津
波
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
て

地
震
・
津
波
に
備
え
よ
う

⑺

　

市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え
、
３
月
下
旬
に
津
波
防
災
マ
ッ
プ
「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
に
そ
な
え

て
」
を
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
回
の

豆
知
識
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
ッ
プ
の
見
方

や
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

津
波
防
災
マ
ッ
プ
は
、
平
成
26
年
３
月

11
日
に
徳
島
県
が
指
定
し
た
津
波
災
害
警

戒
区
域
と
基
準
水
位
を
基
に
作
成
し
て
お

り
、
市
内
で
津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地

区
を
掲
載
し
た
地
図
（
５
枚
）
と
、
地

震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
想
定
さ

れ
る
被
害
、
備
蓄
品
な
ど
、
地
震
・
津
波

対
策
に
有
効
な
情
報
を
掲
載
し
た
冊
子
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ッ
プ
で
は
、
浸
水
範
囲
は
津
波
災
害

警
戒
区
域
で
、
浸
水
水
位
は
基
準
水
位
で

表
示
し
、
30
セ
ン
チ
未
満
か
ら
５
メ
ー
ト

ル
以
上
を
５
段
階
で
色
分
け
し
て
い
ま

す
。
津
波
災
害
警
戒
区
域
と
基
準
水
位
の

定
義
は
次
の
と
お
り
で
す
。

津
波
災
害
警
戒
区
域

　

津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
生
命
・
身
体
に

危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
で
、
津

波
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
警
戒
避
難
体
制

を
特
に
整
備
す
べ
き
区
域
で
す
。

基
準
水
位

　

津
波
の
建
物
へ
の
衝
突
に
よ
る
せ
き
上
げ

の
効
果
を
考
慮
し
た
水
位
で
す
。

　

な
お
、
津
波
災
害
警
戒
区
域
は
、
津
波
浸

水
想
定
（
徳
島
県
平
成
24
年
10
月
公
表
）
を

基
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
同
区

域
を
避
難
対
象
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

津
波
浸
水
想
定
の
設
定
条
件
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

１
）
に
よ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
科
学
的
知
見
を
基
に
、
過

去
に
発
生
し
た
津
波
や
今
後
発
生
が
想
定
さ

れ
る
津
波
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

こ
れ
よ
り
も
大
き
な
津
波
が
発
生
す
る
可
能

性
が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
津
波
時
の
避
難
先
と
し
て
、「
市

指
定
津
波
避
難
場
所
」
を
赤
で
、「
緊
急
避

難
場
所
」
を
ピ
ン
ク
で
、「
津
波
避
難
ビ

ル
」
を
オ
レ
ン
ジ
で
着
色
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
斜
面
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
範
囲

を
ベ
ー
ジ
ュ
で
着
色
し
、
各
所
に
は
標
高

値
（
そ
の
地
点
の
地
盤
の
高
さ
）
や
津
波

に
よ
る
最
大
水
位
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
の
定
義
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
指
定
津
波
避
難
場
所

　

津
波
災
害
警
戒
区
域
ま
た
は
同
区
域
近

傍
の
公
共
施
設
で
、
地
域
防
災
計
画
に
位

置
付
け
た
施
設

緊
急
避
難
場
所

　

津
波
災
害
警
戒
区
域
の
外
側
の
高
台
や

施
設
で
、
周
辺
の
基
準
水
位
よ
り
高
い
場

所津
波
避
難
ビ
ル

　

原
則
、
津
波
災
害
警
戒
区
域
内
の
新
耐

震
設
計
基
準
を
満
た
す
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
物
で
基
準
水
位
よ
り
高
い
階
や

屋
上
が
あ
る
建
物

　

マ
ッ
プ
に
表
示
し
た
こ
れ
ら
の
避
難
先

は
、
マ
ッ
プ
作
成
時
点
に
お
い
て
整
理
し

た
も
の
で
あ
り
、
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
避

難
先
だ
け
で
な
く
、
基
準
水
位
よ
り
高
い

近
く
の
高
台
や
耐
震
基
準
を
満
た
す
建
物

を
各
自
で
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
地
区
の
状
況
を
把
握

し
や
す
く
す
る
た
め
、
隣
接
す
る
地
区
が

表
裏
と
な
ら
な
い
よ
う
考
慮
し
て
い
ま
す

の
で
、
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
な
ど

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
実
際
に
避
難

先
ま
で
歩
い
て
避
難
経
路
を
確
か
め
た
後
、

マ
ッ
プ
に
わ
が
家
の
避
難
先
の
候
補
地
や
家

族
の
緊
急
連
絡
先
を
書
き
込
み
、
避
難
計
画

を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
へ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　

防
災
対
策
課
（
☎
22
ー
９
１
９
１
）
へ

マップ上に表示した市指定津波避難場所や標高値 水位は基準水位で表し、5 段階で色分け

※１阿南市では津波災害警戒区域を避難対象地域
としています。

※２基準水位は、津波浸水想定で定める浸水深に
加えて、建築物への衝突によるせき上げの効
果を考慮した高さです。津波の発生時におけ
る避難施設の避難上有効な高さ等の基準とな
るものです。
基準水位の詳細値は、徳島県ホームページで
閲覧できます。

津波災害警戒区域（避難対象地域
※１

）

設定される基準水位※２

0.01〜0.3m
0.3〜1m
1〜3m
3〜5m
5m〜
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「
柳
島
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
は
、

町
内
の
施
設
等
、
12
カ
所
を
徒
歩
で
回
り
な

が
ら
説
明
を
聞
き
、
先
人
た
ち
が
取
り
組
ん

だ
運
動
や
知
恵
や
工
夫
、
そ
の
裏
に
あ
る
熱

い
思
い
を
感
じ
て
い
た
だ
く
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ

ー
ク
で
す
。
年
間
８
～
10
回
ほ
ど
行
い
、
約

１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
各
方
面
の

人
に
お
世
話
に
な
り
、
５
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
を
振
り
返
り
、
私
自
身
、
そ
し
て

私
の
周
り
も
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
が
、
先
人
た
ち
の
行
動
か
ら
学
び
、
人

権
尊
重
の
大
切
さ
や
人
と
人
と
の
絆
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
に
は
、
学
校
・
保

護
者
・
地
域
の
連
携
が
大
切
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
の
教
職
員
や
高
学
年
の
子
ど
も
を

柳
島
隣
保
館　

館
長　

笹
川 

忠
博 

さ
ん

中
心
に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
に
参

加
し
、
自
分
た
ち
で
意
見
を
出
し
合
い
、
人

権
学
習
を
行
い
、
人
権
の
地
域
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
消
防
組
織
の
話
で
、
町
内
に
消
防
施

設
が
無
か
っ
た
明
治
時
代
の
頃
、
た
び
た
び

起
こ
る
火
災
に
対
し
て
、
町
内
の
人
た
ち
全

員
で
わ
ら
細
工
な
ど
の
内
職
を
し
、
現
在
の

お
金
で
６
０
０
万
円
も
す
る
消
防
ポ
ン
プ
を

購
入
し
ま
し
た
。授
業
で
そ
の
話
を
聞
き
、「
わ

ら
細
工
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
」
と
の
意
見
が
出
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
地
元
の
方
に
お
願
い
し
、

わ
ら
細
工
の
体
験
を
学
校
の
体
育
館
で
行
い

ま
し
た
。
縄
を
綯な

い
、
む
し
ろ
・
ふ
ご
な
ど

を
作
り
、
大
変
苦
労
し
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
も
、
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
参

加
し
、
消
防
組
の
テ
ー
マ
で
学
習
を
行
っ

た
時
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
町
民
で
つ
く

っ
た
消
防
施
設
を
町
の
施
設
と
し
て
認
め

て
ほ
し
い
と
い
う
運
動
を
起
こ
し
、
費
用
は

自
分
た
ち
で
負
担
す
る
と
書
い
た
誓
約
書

ま
で
出
し
、
公
設
と
な
っ
た
。
な
ぜ
そ
こ

ま
で
し
て
公
設
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
」
と
い

う
疑
問
が
で
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
沈
黙

後
、
あ
る
子
が
こ
う
発
言
し
ま
し
た
。「
公

設
だ
と
消
防
組
長
が
亡
く
な
っ
て
も
、
組

織
は
続
く
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」。

こ
の
発
言
に
、
私
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
当
時
の
こ
と
に
思
い
を
巡

ら
し
、
先
人
た
ち
が
、
先
の
こ
と
を
見
据

え
た
行
動
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
と
思
い
ま
す
。
問
題
を
追
求
す
る
事

の
大
切
さ
を
、
私
も
共
に
学
ん
だ
時
間
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

水
源
地
（
簡
易
水
道
）
の
授
業
で
は
、

当
時
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
、
水

源
地
が
出
来
る
ま
で
の
経
緯
を
知
る
地
域

の
方
を
紹
介
し
、
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
人
の
思
い
や
願
い
に
触
れ
、
事
実

を
も
と
に
考
え
る
事
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
平
和
の
学
習
で
は
、
戦

争
体
験
の
あ
る
地
元
出
身
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
を
紹
介
し
、
命
の
尊
さ
や
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
意
欲
的
な
学
習
が
で
き
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
も
人
権
学
習
に

参
加
す
る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由

な
発
想
に
驚
か
さ
れ
、
私
自
身
子
ど
も
た

ち
か
ら
数
多
く
の
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
民
話
「
お
っ
ぱ
し
ょ
地
蔵
」

の
祭
り
が
復
活
し
た
と
い
う
、
う
れ
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も「
フ
ィ
ー
ル
ド・

ス
タ
デ
ィ
ー
」
の
広
が
り
か
ら
で
き
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
地
元
の
小
学
校
の

４
年
生
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居
を
し
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
、

参
拝
者
も
増
加
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
の
子

ど
も
た
ち
も
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」

に
参
加
し
、
何
か
協
力
で
き
な
い
か
と
考

え
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
生
は
「
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
の
12
カ
所
の
看
板
を

手
づ
く
り
し
、
中
学
生
は
「
柳
島
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
自
主

製
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
愛

着
心
が
芽
生
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

対
応
す
る
手
法
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
人
権
と
は
「
命
」

に
関
わ
る
大
切
な
問
題
で
あ
り
、
日
常
の

生
活
が
全
て
人
権
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
を
通

し
て
、
自
分
自
身
の
人
権
は
も
と
よ
り
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
町
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
「
柳
島
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
」
は

柳
島
隣
保
館
（
☎
22

－３
２
６
０
）
で
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

⑹

「
柳
島
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
」

～
知
る
こ
と
は
、
愛
す
る
こ
と
の
始
ま
り
～
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
・

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
配
布

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
救
急
救
命
活
動
を
、

迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
も
の
で
、
専

用
の
用
紙
に
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
名
、
血
液
型
、
持
病
名
、
服
用
薬

な
ど
の
情
報
を
記
入
し
、
本
体
容
器
に
入
れ

て
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
と
と
も
に
、
駆
け
つ

け
た
救
急
隊
員
に
「
情
報
キ
ッ
ト
」
の
保
持

者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
玄
関
の

内
側
に
シ
ー
ル
を
、
冷
蔵
庫
の
扉
に
は
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

配
布
に
関
し
て
は
、
災
害
時
要
援
護
者
台

帳
に
登
録
し
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
65
歳
以

上
の
一
人
世
帯
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
方
を
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」
は
、
交
通

事
故
や
急
病
で
倒
れ
て
意
識
を
失
う
な
ど
の

非
常
事
態
に
備
え
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
救

急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
、
財
布
等
に
入
れ

て
常
に
携
帯
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
全
市

民
を
対
象
に
「
広
報
あ
な
ん
」
を
利
用
し
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
や
「
救
急
安

心
カ
ー
ド
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
救
急
隊

員
等
が
活
用
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
応
急
処

置
や
搬
送
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
広
く
周
知

し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

去
る
１
月
15
日
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
が
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
30
年
以
内
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発

生
す
る
確
率
を
70
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
発
表

し
ま
し
た
。
昨
年
の
発
表
で
は
、
60
～
70

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
の
で
、
日
数
の
経
過
に

伴
い
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
な
か
、
２
月
26
日
に
阿
南
市
防
災
会
議
を

開
催
し
て
、「
阿
南
市
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
（
案
）」
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、

国
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
お
よ
び
防
災
基

本
計
画
の
更
新
を
受
け
、
修
正
を
加
え
る
と

と
も
に
、
徳
島
県
防
災
計
画
と
の
整
合
を
図

り
、
地
震
・
津
波
、
異
常
気
象
へ
の
対
処
の

見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
併
せ
て
「
職
員
防
災
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
見
直
し
も
行
っ
て
お
り
、

新
年
度
に
は
全
職
員
に
配
布
し
、
有
事
の
際

に
職
員
が
と
る
べ
き
対
応
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
組
織
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
よ
う
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

津
波
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
基
準
水
位
に
基

づ
き
、
市
指
定
の
津
波
避
難
場
所
、
緊
急
避

難
場
所
、
津
波
避
難
ビ
ル
を
表
示
し
た
地
図

や
、
地
震
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
知
識

な
ど
を
記
載
し
た
冊
子
を
〝
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
・
津
波
に
そ
な
え
て
〟
と
題
し
て
、

本
年
度
中
に
作
製
し
、
全
戸
配
布
す
べ
く
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
振
興
に
お
け
る
人
材
育
成

　

本
市
で
は
、
平
成
15
年
度
に
阿
南
高
専

と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

市
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
、
教
育
、
Ｉ
Ｔ
、

産
業
、
防
災
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
連
携
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に
は
、

全
国
で
初
と
な
る
高
専
の
施
設
を
活
用
し
た

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創

業
や
新
技
術
の
研
究
・
開
発
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技

術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
来
年
度
か
ら
阿
南
高
専

に
、
現
行
の
４
学
科
を
１
学
科
に
再
編
し

た
「
創
造
技
術
工
学
科
」
が
新
設
さ
れ
、
学

科
内
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
基
礎
と
な
る
化
学
物

質
の
研
究
を
行
う
「
化
学
コ
ー
ス
」
を
設
け
、

化
学
・
材
料
の
分
野
を
専
門
と
す
る
技
術
者

の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
知
識
と
技
術

を
併
せ
持
ち
、
将
来
、
地
元
企
業
等
に
お
い

て
先
導
的
役
割
を
担
う
多
く
の
人
材
が
育
つ

も
の
と
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
産
学

官
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
本
市

の
経
済
発
展
お
よ
び
産
業
振
興
等
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

３
月
議
会
が
３
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
か
ら
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運

営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
不
足

が
生
じ
な
い
よ
う
税
率
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
は
、
構
造
的

に
保
険
税
負
担
能
力
の
低
い
低
所
得
者
の
加

入
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
等
余
裕
財
源
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

保
険
税
負
担
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
平
成
20
年
度
末
に
は
、
財
政
調
整

基
金
が
約
７
億
３
千
６
０
０
万
円
、
繰
越
金

が
約
２
億
６
千
６
０
０
万
円
、
合
わ
せ
て
約

10
億
２
０
０
万
円
の
余
裕
財
源
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
末
に
は
、
基
金
が
約
６
千
７

０
０
万
円
、
繰
越
金
が
約
６
０
０
万
円
、
合

わ
せ
て
約
７
千
３
０
０
万
円
と
、
４
年
間
で

約
９
億
２
千
９
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
残
り
の
基
金
も
平
成
25
年
度
、
取

り
崩
し
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
基

金
は
底
を
つ
き
、
平
成
26
年
度
以
降
の
補
て

ん
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
大

し
、
赤
字
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
財
源
も
な

い
現
状
か
ら
、
現
行
の
保
険
税
率
で
は
医
療

費
を
ま
か
な
い
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
事
業
を
安
定
し

て
運
営
す
る
た
め
、
今
議
会
に
国
民
健
康
保

険
税
率
の
引
き
上
げ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
引
き
上
げ
予
定
の
国
民
健
康
保
険

税
率
で
、
県
内
８
市
の
比
較
を
し
て
み
ま
す

と
、
依
然
、
本
市
が
一
番
低
い
税
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
の
収
支
の
均
衡
、
安
定
化
が
保
た

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
急
激
な
負
担
増
に
も
配
慮
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

修
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
お
よ
び
在
学
が
困
難
な
方
に

対
し
て
、
高
校
・
大
学
等
へ
の
就
学
の
機
会

均
等
を
図
り
、
経
済
的
に
安
心
し
て
就
学
し

て
い
た
だ
く
た
め
本
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充
・
強
化
を
目
的

と
し
た
改
正
を
行
い
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

制
度
改
正
の
主
な
内
容
と
し
て
、
貸
付
額

を
高
等
専
門
学
校
４
・
５
年
生
は
月
額
２
万

円
か
ら
３
万
円
に
、
大
学
・
専
修
学
校
は
月

額
４
万
円
か
ら
６
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50

パ
ー
セ
ン
ト
増
額
し
た
ほ
か
、
貸
付
人
員
に

つ
い
て
も
、
高
等
専
門
学
校
と
大
学
・
専
修

学
校
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
５
人
以
内
か

ら
10
人
以
内
へ
と
２
倍
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
認
め
て
い
な
か
っ
た

他
の
奨
学
金
制
度
と
の
併
用
も
可
能
と
す
る

貸
付
条
件
の
緩
和
や
、
償
還
期
間
の
延
長
を

し
た
こ
と
に
加
え
、
卒
業
後
、
本
市
に
居
住

し
た
場
合
に
は
、
償
還
金
の
一
部
を
免
除
す

る
と
い
う
給
付
型
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
内

容
に
改
め
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
が
大
学
生
６
人
、
平
成
25
年
度
は
高

等
専
門
学
校
生
１
人
、
専
修
学
校
生
１
人
、

大
学
生
８
人
で
、
高
専
・
専
修
学
校
・
大
学

生
枠
の
定
員
数
で
あ
る
10
人
に
貸
付
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
高
校
生
枠
で
月

額
１
万
円
の
貸
付
が
限
度
で
あ
り
ま
し
た
高

等
学
校
専
攻
科
１
・
２
年
に
対
し
て
も
、
平

成
26
年
度
か
ら
は
高
等
専
門
学
校
４
・
５
年

生
と
同
額
の
月
額
３
万
円
に
増
額
し
、
新
た

に
貸
付
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
教
育
に
対
す
る
多
様

な
市
民
の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

た
め
、
本
市
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
春
日
野
団
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
23
年
１
月
に
策
定
し
た
「
阿
南
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
の
実
施
方
針
に

基
づ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
古
庄
団
地
と
の

集
約
・
建
て
替
え
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
概
要
と
し
て
は
、
春
日
野
団
地
の
現

在
位
置
に
１
棟
あ
た
り
10
戸
の
住
宅
を
５
棟
、

１
棟
あ
た
り
12
戸
の
住
宅
を
３
棟
、
計
８
棟

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

建
築
構
造
は
、
当
該
予
定
地
が
軟
弱
地
盤

で
あ
り
、
強
度
の
あ
る
支
持
層
が
深
い
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
自
重
が
比
較

的
軽
量
で
、
基
礎
工
事
コ
ス
ト
が
縮
減
で
き

る
木
造
２
階
建
て
と
す
る
計
画
で
す
。

　

今
後
の
予
定
で
す
が
、
ま
ず
は
、
団
地
自

治
会
等
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入
居

者
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
各

棟
の
配
置
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
地
質

調
査
を
経
て
建
築
設
計
に
取
り
か
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
が
順
調
に
推
移
し
ま
す
と
、
平
成

26
年
度
に
工
事
着
手
し
、
平
成
32
年
度
に
は

全
棟
の
建
て
替
え
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
入
居
者
の
方
々

に
は
、
仮
住
居
へ
の
引
っ
越
し
な
ど
、
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
事
業
の
推
進
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会

会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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全
国
唯
一
の
学
術
団
体

　

阿
波
学
会
は
、
昭
和
29
年
12
月
に
発
足

し
た
全
国
唯
一
の
学
術
団
体
で
す
。
県
内

の
各
学
会
等
に
所
属
す
る
大
学
教
授
や
学

芸
員
、
学
校
教
員
な
ど
約
１
０
０
０
人
が

在
籍
し
、
18
の
調
査
班
を
編
成
し
て
、
人

文
科
学
・
自
然
科
学
、
医
科
学
の
分
野
で

学
術
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
高
度

な
見
識
と
飽
く
な
き
探
求
心
に
よ
っ
て
、

地
域
性
や
社
会
性
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
に
根
差
し
た
調
査

研
究
の
成
果
は
、
自
治
体
ご
と
に
「
阿
波

学
会
研
究
紀
要
」
に
編
さ
ん
さ
れ
、
地
元

は
も
と
よ
り
、
国
や
県
の
地
域
文
化
政
策
、

観
光
政
策
な
ど
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
比
類
な
き
取
組
と
成
果
は
、

関
係
機
関
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
（
旧
50
市
町
村
）
に
お
け
る
総
合

学
術
調
査
は
、
平
成
24
年
７
月
の
東
み
よ

し
町
の
調
査
報
告
を
も
っ
て
一
巡
し
、
平

成
25
年
か
ら
は
、
平
成
合
併
後
の
24
市
町

村
を
対
象
に
し
た
調
査
が
ス
タ
ー
ト
。
そ

の
最
初
の
調
査
地
と
し
て
阿
南
市
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

阿
波
学
会

伝えたい理
わ

由
け

がここにある！

広報あ な ん 2014.04　18



　

総
合
学
術
調
査
は
、
次
の
３
つ
の
分
野

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
分
野
で
は
、
地
質
、
植
性
・

植
物
相
、
野
鳥
、
昆
虫
類
・
貝
類
等
の
生

態
系
の
特
徴
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
河

川
水
質
や
災
害
地
調
査
等
に
よ
り
、
徳
島

県
全
体
の
自
然
環
境
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

医
科
学
系
の
分
野
で
は
、
地
域
住
民
の

検
診
や
栄
養
調
査
な
ど
を
通
じ
て
生
活
習

慣
病
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
民

間
薬
・
生
薬
調
査
等
で
地
域
資
源
と
そ
の

活
用
法
を
見
い
だ
し
ま
す
。

　

人
文
学
系
の
分
野
で
は
、
地
域
に
お
け

る
歴
史
資
料
・
絵
図
・
考
古
遺
物
等
の
調

査
・
解
析
、
民
家
・
社
寺
建
築
に
関
す
る

悉し
っ

皆か
い

調
査
、
民
俗
・
食
文
化
・
祭
礼
・
言

語
な
ど
の
地
域
文
化
に
関
す
る
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

中
山
間
地
域
、
医
療
福
祉
問
題
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

阿波学会研究紀要
総合学術調査の成果をまとめた報
告書。過去の調査において、阿南
市は12号（S41）、旧羽ノ浦町は
31号（S60）、 旧 那 賀 川 町は41
号（H7）に編集されています。

伝えたい理
わ

由
け

がここにある！

地域文化と未来を創造する羅針盤
阿波学会が伝える60年目の見聞録
地層を見れば、地球の動きが見えてくる。
指差す先にはワクワクするような歴史ロマンが広がる。
幅広い知識と高度な専門性に裏打ちされた見聞録は
今や、地域の文化と未来を創造する羅針盤となっている。
半世紀以上かけて阿波の歴史や文化を調査研究してきた阿波学会が
次なるステージへの再出発地として選んだのが阿南市。
60年目の調査から見えてきたものとは。
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平成25年度総合学術調査参加班と調査テーマ
班　　名 調　査　テ　ー　マ

1 地質班 阿南市の地質と地形
2 水質班 阿南市を流れる河川の水質
3 植物相班 阿南市の植物
4 鳥類班 阿南市の野鳥生息状況
5 昆虫班 阿南市の甲虫・阿南市のトンボ
6 クモ類・貝類班 阿南市でのクモ類・ザトウムシ類の生息状況
7 民間薬調査班 阿南市における民間薬調査
8 民家班 阿南市の民家
9 社寺建築班 阿南市の社寺建築
10 考古班 阿南市の板碑
11 地方史班 阿南市における文書調査
12 民俗班 阿南市の祭礼と祭り囃子、遠洋漁業、人生儀礼と食について
13 方言班 阿南市方言（実態と変化）

14 地理班
①阿南市地域の近世絵図と明治前期地籍図（公図）の調査
②古代阿南市域の条理と古代道路復元調査
③阿南市の地域性

　

阿
南
市
に
お
け
る
総
合
学
術
調
査

は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
２
カ
年
に
わ

た
り
14
分
野
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回

は
そ
の
中
間
報
告
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
阿
南
市
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
41
年

以
来
、
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
の
調
査
と

な
り
、
昭
和
60
年
の
旧
羽
ノ
浦
町
、
平

成
７
年
の
旧
那
賀
川
町
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
調
査
研
究
の
成
果
が
発
表
さ

れ
ま
す
。

　

幅
広
い
知
識
と
高
度
な
専
門
性
に
裏

打
ち
さ
れ
た
阿
波
学
会
の
見
聞
録
を
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

阿
波
学
会
総
合
学
術
調
査
中
間
発
表
会

「
発
見
！
阿
南
の
自
然
と
文
化
」

4
27㈰
10:30～16:00
夢ホール

入
場
無
料

板
碑

と
い
え
ば
　

地
層

が
露
出
す
る

野
鳥

の
代
表
格
は

方
言

の
ル
ー
ツ
は

福井小谷の弥勒像伊島の海岸線原始的な生活を営むカワセミ牛岐の城下町

問 阿波学会事務局（県立図書館内☎088－668－3500）
　 または文化振興課（☎22－1798）へ
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伝えたい理由がここにある　～阿波学会が伝える60年目の見聞録～特集

阿南市の庚
こう

申
しん

信仰
庶民の信仰を知るために、その一つであ
る庚申信仰について以下の点から調査し、
阿南市の庚申信仰の実態と特色を明らか
にします。①信仰の内容と方法（庚申講
等）②人工物（庚申塔等）③以前との比
較④他地域との比較

民俗班　天羽祥仁（51歳・阿南市）
徳島民俗学会・日本石仏協会所属

14:15 ～

野鳥観察地の風景と野生哺乳類
野鳥観察で訪れた各地で撮影した写真を
用い、山地、河川、溜池、海岸、農地な
どを紹介します。野生哺乳類は、市西部
山地で普通に観察されたニホンジカを含
む11種を確認しています。

鳥類班　東條秀徳（59歳・徳島市）
（公財）日本野鳥の会会員・新野町出身

11:45 ～

伊島の地質
伊島の周囲に露出する地層を調査。伊島
の地層は付加体とよばれる堆積物からな
り、地質構造が複雑です。今回は、伊島
を構成する付加体とよばれる地層につい
て紹介します。

地質班　辻野泰之（37歳・徳島市）
徳島県立博物館学芸員

10:45 ～

阿南市の方言
見能林地区と加茂谷地区で行った方言調
査の結果を報告します。会話の例を挙げ
ながら、阿南市方言の特徴や自然談話か
らみた言語的特徴を紹介します。

方言班 　岸江信介（60歳・徳島市）　
徳島大学教授

14:45 ～

阿南市の民家
阿南市の伝統的民家といえる茅

かや

葺
ぶ

き民家
に焦点を当て、どのくらいの数の茅葺き
民家が残存しているのか、構法や間取り
など、ほかの地域と比較してどのような
特徴を持っているのかを明らかにします。

民家班　 高田哲生（50歳・徳島市）
㈳徳島県建築士会・阿波のまちなみ研究
会所属

13:15 ～

阿南市に生息するクモ類
一般的に嫌われもののクモですが、その
形態や生き様は極めて神秘的で興味深い
生き物です。阿南市で発見されて新種と
して記載された種もあり、この地域に生
息するクモ類およびザトウムシ類につい
て調査しました。

クモ類・貝類班　坂東治男（65歳・阿波
市）元教員

11:15 ～

那賀郡の古地図と景観
阿南市教育委員会が所蔵する文化３年

（1816）那賀郡分間郡図や文化11年南
島村分間絵図、同12年岡村分間と答島
村塩田絵図から当時の景観と生活空間を
復原します。

地理班　羽山久男（73歳・徳島市）
前徳島地理学会会長

15:15 ～

阿南の板碑
阿南市には45基の板碑の造立が知られ
ています。なかでも、阿南市富岡町の浄
土寺にある阿弥陀一尊板碑は、嘉暦３

（1328）年の紀年銘があり、異形梵字と
して注目されている板碑です。この異形
梵字を中心に発表します。

考古班　岡山真知子　（徳島市）
徳島文理高等学校教諭

13:45 ～

講師紹介
＆日程

10:30～　開会10:45～　【１部】発表・質疑12:15～　休憩13:15～　【２部】発表・質疑15:40～　全体質疑16:00　　閉会
※都合により日程を変更する場合があります。
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５月５日㈷　11:00～　15:30～

６日（振休）　11:00～　15:30～
場所

　

夢ホール（文化会館）

一般1,800円　高校生以下1,000円
※当日200円増し
※座席指定券500円増し

販売場所　文化会館、市民会館、情
報文化センター、アピカ、フジグラ
ン阿南店、平惣（阿南センター店、
羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、
小山助学館、小松島ミリカホール

問 文化会館（☎21－0808）へ

【入場券】

原案／火坂雅志　脚本／篠原久美子　演出／遠藤吉博　振付 ･ 演出補／鎌田真由美　音楽／玉麻尚一
特別出演／中村園太夫座 ( 岡花座 )　客演／気仙沼うを座（鈴木沙耶、鈴木隆斗、畠山光穂）

市制施行55周年記念企画
市民劇団ふるさと創作ミュージカル「新開桜」

― SHINGAI ZAKURA ―

４
０
０
年
前
、

不
屈
の
老
将「
新
開
入
道
道
善
」が

桜
に
託
し
た
思
い
と
は

咲
き
誇
れ

、
笑
顔。
つな
げよ
う

、
未
来
に
。

入場券が必要。
文化会館のみ販売（ ）
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阿
南
の
地
に
「
新
開
桜
」
と
呼
ば

れ
る
桜
の
古
木
が
あ
る
。
こ
の
早
咲

き
の
桜
は
、
戦
国
の
世
に
阿
南
を
治

め
た
新
開
入
道
道
善
が
植
え
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。
道
善
は
港
の
整
備
や

水
利
事
業
、
学
校
の
建
設
な
ど
、

土
地
の
発
展
の
た
め
に
力
を
そ
そ

い
だ
名
将
だ
っ
た
が
、
長
宗
我
部

元
親
の
謀
略
に
よ
り
丈
六
寺
で
命

の
花
を
散
ら
し
た
。
道
善
が
命
が

け
で
守
ろ
う
と
し
た
故
郷
へ
の
思

い
に
は
、
強
く
胸
を
打
た
れ
る
も

の
が
あ
る
。
私
の
原
案
を
も
と
に
、

劇
作
家
の
篠
原
久
美
子
氏
が
「
現

代
」
と
「
歴
史
」
が
織
り
な
す
素

晴
ら
し
い
脚
本
を
書
い
て
下
さ
っ

た
。
ぜ
ひ
、
舞
台
を
多
く
の
方
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

東
京
で
暮
ら
す
優
希
に
、
15
年
間

生
き
て
き
て
最
悪
の
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。
父
親
の
借
金
発
覚
や
リ
ス
ト

ラ
。そ
し
て
優
希
は
、学
校
で
ち
ょ
っ

と
し
た
事
件
を
起
こ
し
、
不
登
校
に
。

そ
ん
な
な
か
、
従
姉
の
結
婚
披
露
宴

に
出
席
す
る
た
め
阿
南
に
訪
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
戦
国
の
世
の
老
将
と
遭
遇

す
る
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
た
最
悪
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
老
将
、
自
分
の
周

り
に
い
る
大
人
た
ち
と
は
少
し
違
っ

て
見
え
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
始
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
、
現
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

と
４
百
数
十
年
前
の
戦
国
の
世
を

生
き
た
老
将
と
の
奇
妙
な
交
流
の

お
話
し
で
す
。
今
の
世
を
生
き
る

私
た
ち
に
、
遠
い
過
去
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

現
代
に
甦
る
名
将
の
心

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｢

新
開
桜｣

と
は

演出家　遠藤吉博さん

小説家　火坂雅志さん

市民劇団ふるさと創作ミュージカル 「新開桜」

【劇団員紹介】
※写真は一部の団員（敬称略）

湯浅柚友
仁木菜々子
小崎由菜
三木琴子
藤坂美涼
末本さくら
西條古乃佳

仁木萌々香
船奥　響
乃一みか
松田遥香
鳥井咲妃
久保脇真子

船奥穂乃佳
谷口茉妃菜
戸田幸菜
武林敬都
蔭岡めい

乃一ゆか
西條千恩
阿部美優
田中風花

久積麻里
豊栖麻鈴
三村拓海
吉田瑞希

立田優詞
西條愛実
角地　輝
片山ゆう子
西條敬子

三谷宇宙
丸山貴成
柴本優澄美
三村悠莉
三谷　幸
大西鉄男
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ニュースオアシス

男性向け「介護セミナー」を開催
保険制度のしくみや介助方法を学ぶ

春の珍味、ヒウオ料理に舌鼓日本文理高校が阿南市で合宿
地元住民も熱く応援

新医療施設の整備に向けた
中央省庁要望活動を実施

阿南医師会中央病院と阿南共栄病院の統合については、
現在、救急医療体制の強化、地域完結型医療体制の実現
などを基本とした「新病院の基本構想」の策定が進めら
れています。
このようななか、両病院の統合を支援する官民一体の組
織「阿南市地域医療確立対策協議会（会長　阿南商工会
議所平尾勲雄会頭）」が、２月27日に厚生労働省と財務
省を訪れ、新医療施設の整備に向けた「医療提供体制の
改革のための新たな財政支援制度」についての要望活動
を行いました。厚生労働省によりますと、「新たな財政
支援制度の創設のために法案の早期成立に努めたい」と
のことでした。

介護保険制度や介助方法について学ぶパートナーシップ
セミナー「介護を学ぼう」が２月19日にひまわり会館
で行われ、11人が受講しました。講師で阿南北部第１
高齢者お世話センター所長の井原恵美さんは、介護保険
制度のしくみなどを説明したうえで、「困った時は男女
問わず必要な制度なので関心を持っていただき、いざと
いうときは高齢者お世話センターに相談してください」
と呼びかけました。要介護者を介助する実技講習では、
無理なく介助するコツなどを学びました。熱心に耳を傾
けていた宮本秀昭さん（68歳・津乃峰町）は、「介護の
ことを知るいい機会になりました。知人や友人にもこの
大切さを伝えていきたいです」と話していました。

３月９日、椿町で「第６回椿川ヒウオ祭り」が開催さ
れ、県内外から約300人が訪れました。祭りでは、椿川
でとれた体長５㎝ほどのヒウオ（シロウオ）を使った料
理や新鮮な野菜が販売されたほか、ヒウオ漁体験も行わ
れ、にぎわいました。友人と雑炊を試食した中村茂義さ
ん（66歳・丸亀市）は、「優しい風味が口の中いっぱい
に広がりとてもおいしい。遠くから来たかいがありまし
た」と、春の珍味に舌鼓を打っていました。主催した椿
ヒウオ協同組合長の武田豊司さんは「担い手が高齢化し
厳しい状況ですが、こうして多くの人に来ていただいて
励みになります。これからも地域の伝統を守っていきた
いです」と話していました。ヒウオ漁は４月中旬まで行
われます。

第86回選抜高等学校野球大会に新潟県代表として出場
する日本文理高等学校の合宿が、３月13日から４日間、
阿南市で行われました。選手たちは、ＪＡアグリあなん
スタジアムで新野高等学校との練習試合などをこなし、
本番に向けて最終調整を行いました。桑野地域の皆さん
も野球用具の運搬や昼食の接待で合宿をサポート。必勝
と書かれた手作りの応援旗などを贈り、甲子園での活躍
を祈りました。地元の熱い思いを受け取った主将の池
田貴将さん（２年生）は、「皆さんのご協力のおかげで、
とても濃い内容の練習ができました。これを大会でも生
かせるように頑張りたい」と感謝を述べました。甲子園
出場校が本市で合宿したのは、今回で３例目です。
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春の祭典「活竹祭」で多彩な催しを堪能

バラエティー豊かな上方落語を堪能徳島駐屯地開設２周年
多彩な催し　1,000人が祝う

やる気、元気、活気！パワーアップ阿南をテーマに「第
22 回阿南市活竹祭」が３月１日、市民会館駐車場で開
催されました。会場には、竹林をイメージしたステージ
が設置され、50近くの模擬店がずらりと並び、地元で
とれた新鮮な野菜や海の幸などが手ごろな価格で販売さ
れたほか、阿波踊り活竹人形や竹トンボづくりといった
特産の竹を使ったものづくりコーナーも設けられました。
なかでも電動立ち乗り二輪車「セグウェイ」の試乗体験
コーナーが人気で、約120人が試乗。最初は不安そうだ
った人も慣れると笑顔で操作していました。水井宏季さ
ん（24歳・吹田市）は「不思議な感覚で、視界が広が
りとても爽快でした」と話していました。

「市政バス」を運行
市政に対する理解を深める

市内の特色ある施設をバスで巡る「市政バス」が２月
25日に運行され、24人の市民が参加しました。一行は、
科学センター、新ごみ処理施設「エコパーク阿南」、Ｊ
パワー橘湾火力発電所、王子ネピア㈱徳島工場を見学。
このうちＪパワー橘湾火力発電所では、タービンフロア
や中央制御室などを見て回り、暮らしや経済を支える電
気が生み出されるしくみについて学びました。熱心に見
学していた仁木きぬ江さん（羽ノ浦町）は、「普段は見
ることができない発電所内部を見学することができて感
動しています。こうした機会を通じて、多くの方に阿南
市のすばらしさを知ってほしいです」と話していました。
市政バスの運行は平成18年３月の合併以降４回目です。

月亭一門による落語会「月亭一門会」が３月８日にコス
モホールで開催され、470人が上方落語を楽しみました。
出演したのは月亭八方、方正、八光、遊方の４人。この
うち、八方師匠は「ＡＫＯ47 〜新説赤穂義士伝〜」と
いうＡＫＢ48と忠臣蔵を織り交ぜた創作落語を披露し、
45年のキャリアと一門の頂点に立つ師匠の巧妙な語り
口で笑いを誘っていました。最前列で見ていた小松島市
の30代の女性は、「あたかも人物やものがあるかのよう
に演じる小道具の使い方や口上の滑らかさに感心しまし
た。手ぬぐいの柄がみんな違っていたのが意外でした」
と話していました。今回の公演は、阿南市制施行55周
年を記念して開催されました。

３月２日、陸上自衛隊徳島駐屯地で開設２周年を記念し
た行事が開催され、約1,000人が催しを楽しみました。
グラウンドで行われた観閲式では、駐屯地司令の白山智
章さんが「地域の皆さんが信頼できる駐屯地として一層
訓練に邁

まい

進
しん

したい」とあいさつし、祝賀飛行や観閲行進
が行われました。また、日頃の訓練の成果を披露する訓
練展示では、戦車による模擬戦闘訓練などが行われ、訪
れた人々は勇壮な隊員の姿に見入っていました。訓練を
観覧した中田玲子さん（81歳・那賀川町）は、「迫力が
あり圧倒されました。こうした催しに参加することで、
自衛隊の活動をより身近に感じることができます」と話
していました。
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あなんカルチャー

日程　下表のとおり（全10回）
場所　文化会館　視聴覚室
受講料　年間2,000円　※開講式時に徴収
申込方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入
のうえ、４月30日㈬まで（当日消印有効）にお
申し込みください。
申込み・問い合わせは　
〒774‐0030　富岡町西池田135番地1　文化振興課
文化財講座係（☎22－1798）へ

■	平成26年度阿南市文化財講座
　 受講者募集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
真
打
ち
競
演
」

公
開
収
録
観
覧
者
募
集

■	よしもとがまたまた阿南にやってくるよ！
日時　６月29日㈰　13:00～、16:00～の２回
場所　市民会館　大ホール　　　　　　　　　
内容　吉本新喜劇、お笑いライブ　　　
入場料　全席指定　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円
※当日500円増し、４歳以下ひざ上のみ無料
チケット発売開始日　4月26日㈯
※チケット発売初日は１人１回５枚まで購入可
販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センター店・
羽ノ浦国道店）、アピカ、フジグラン阿南ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	「阿南市美術展」　出品作品募集
開催日　５月３日㈷～５日㈷　　場所　文化会館
出品資格　市内在住または出身者および本市と関
係の深い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。
作品規格　
日本画　６号から50号までで額装または表装
洋画　８号から50号までで額装  　
書道　聯

れん

落
おち

以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
写真　半切から全紙まででフスマ張り
彫塑・工芸・デザイン　横 1.5 ｍ×縦 1.5 ｍまで

※額装にはガラスを用いないこと（工芸の押し花
作品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　1 人につき 1 部門あたり 2 点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて
出品される方は、入会金1,000円が必要）　出品
料は１点につき500円　
作品の受付・搬入　４月27日㈰　9:30～12:00　
文化会館２階　研修室２ 
※この日以外は受付できません。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開

収
録
を
行
い
ま
す
。
観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
25
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化
セ
ン

タ
ー
）

出
演
者　
堺
す
す
む
、
昔
昔
亭
桃
太
郎
、
春

風
こ
う
た
・
ふ
く
た　

ほ
か

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）

の
「
往
信
用
裏
面
」
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表
面
」
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

〒
７
７
０

－

８
５
４
４　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送

局「
真
打
ち
競
演
」係
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
料
金
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
５
月
７
日
㈬
（
必
着
）　　
　
　

 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
し
て
、
入
場

整
理
券
（
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
）
を
送

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
（
☎

０
８
８

－

６
２
６

－

５
９
９
６
）
ま
た
は
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
０
０
）
へ

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報

を
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
の
お

願
い
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

講座 日　　　時 テ　ー　マ 講　　師

第１回 ５月15日㈭
18:30～20:00開講式

阿南市の歴史～原始・
古代から昭和まで～

市文化財保護審議会会長
湯浅 良幸

第２回 ６月19日㈭
18:30～19:30

国会議事堂に使用され
た阿南市産の大理石

元県立博物館館長
東明 省三

第３回 ７月17日㈭
18:30～19:30

阿南市の巨樹の実態と
絶滅危惧種

市史編さん室室長
古川 良夫

第４回 ８月21日㈭
18:30～19:30

阿南市内の指定文化財
の現状

元県文化財巡視員
村上 義雄

第５回 ９月18日㈭
18:30～19:30

年間民俗行事あれこれ
～特に農業について～

妙泉寺住職
佐藤 文哉

第６回 10月16日㈭
18:30～19:30

暮らしと寺院
～その文化的な役割～

光明寺住職
浅川　實

第７回 11月20日㈭
18:30～19:30 蘭学者橋本宗吉について 市史編さん室室長

古川 良夫

第８回 12月18日㈭
18:30～19:30 阿南市の地質とその意義 筑波大学名誉教授

小笠原 憲四郎

第９回 平成27年１月15日㈭
18:30～19:30

阿波人形浄瑠璃頭と農
村舞台

元四国大学教授
大和 武生

第10回 ２月19日㈭
18:30～20:00閉講式 阿南市内の城と豪族 市文化財保護審議会会長

湯浅 良幸
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延
喜
式
で
は
名
神
大
社
と
さ
れ
、
享
保

四
（
一
七
一
九
）
正
一
位
を
贈
ら
れ
た
。

　

讃
岐　
田
村
神
社　

高
松
市
一
宮
町

　

祭
神　

倭や
ま
と
と
と
も
も
そ
ひ
め
の
み
こ
と

迹
迹
日
百
襲
姫
命　

外
。

　

一
名
、
田
村
大
神
、
定さ

だ
み
ず
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

水
大
明
神
、
一

宮
大
明
神
と
も
言
う
。

　

伊
予　
大
山
祇
神
社　

今
治
市
大
三
島

町
　

祭
神　

大お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

山
積
命

　

海
上
の
守
護
神
。

　

土
佐　
土
佐
神
社　

高
知
市
一
宮
し
た

ね
二
丁
目

　

祭
神　

味あ
じ
す
き
た
か
ひ
こ
の
か
み

鋤
高
彦
根
神

　

平
安
時
代
末
期
、
世
が
乱
れ
国
司
奉
幣

が
不
十
分
と
な
り
国
衙
の
近
く
に
式
内
社

の
祭
神
を
合
祀
、
総
社
と
称
し
た
。
阿
波

国
で
は
国
府
町
観
音
寺
境
内
に
置
い
た
。

（
続
く
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
97

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南
市
の
式
内
社
（
二
）

　

前
回
、
阿
波
北き

た

方が
た

の
式
内
社
は
祭
神
が

天
太
玉
命
、
天
日
鷲
命
、
大
麻
比
古
命
の

よ
う
に
い
わ
ゆ
る
忌
部
族
の
祖
神
と
関
わ

り
が
あ
る
よ
う
に
、
阿
波
南み

な
み
が
た方で
は
大お

お
な
む己

貴ち
の
み
こ
と
命
（
大
国
主
命
）、
事
代
主
命
の
よ
う

に
出
雲
族
、
海あ

ま

部べ

族
の
祖
神
を
祭
っ
て
い

る
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
化
の
改
新
以

前
、
阿
波
北
方
に
粟あ

わ
の
く
に国、

南
方
に
長な

が
の
く
に国が

存
在
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
い
と
理

解
し
難
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
稿
を
改
め
た
い
。

　

出
雲
系
の
祖
神
と
さ
れ
る
観み

ま
つ
ひ
こ
い
ろ
と
め
の

松
彦
色
止

命み
こ
とは
大
己
貴
命
の
子
、
事
代
主
命
の
子

孫
と
さ
れ
、
名
東
郡
佐
那
河
内
村
の
御み

間ま

津つ

比ひ

古こ

神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
長
国
の

範
囲
が
北
は
佐
那
河
内
村
か
ら
南
は
海
部

郡
に
及
ん
で
い
た
証
と
な
る
。

一い
ち
の
み
や宮

　

な
お
、
式
内
社
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

が
由
緒
あ
る
神
社
も
多
く
存
在
し
た
。
こ

れ
ら
を
式し

き

外げ

社し
ゃ

と
呼
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
神
山
町
の
船ふ

な

尽は
て

神
社
・
石
井
町
の
白
鳥

神
社
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
平
安
時

代
中
期
に
は
社
格
制
度
の
一
つ
と
し
て
一い

ち

宮の
み
や・
総そ

う

社じ
ゃ

が
全
国
に
設
け
ら
れ
た
。
一

宮
は
そ
の
国
の
最
も
代
表
的
な
神
社
に
与

え
ら
れ
た
社
格
で
、
阿
波
国
で
は
鳴
門
市

大
麻
町
の
大
麻
比
古
神
社
が
こ
れ
に
当
た

る
。
国
司
が
式
内
社
で
ま
ず
第
一
番
に
幣

帛
を
捧
げ
る
神
で
あ
る
。

　

参
考
の
た
め
淡
路
と
四
国
（
淡
路
は
江

戸
時
代
、蜂
須
賀
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
）

の
一
宮
を
列
記
し
よ
う
。

　

淡
路　
伊
弉
諾
神
宮　

淡
路
市
多
賀

　

祭
神　

伊い
ざ
な
ぎ
の
お
お
か
み

弉
諾
大
神

　

伊
弉
諾
大
神
は
国
産
み
伝
説
地
で
伊
弉

諾
夫
妻
が
初
め
て
産
ん
だ
の
が
淡お

の

路こ
ろ

島じ
ま

で

あ
り
、
こ
の
地
を
幽

か
く
れ
の
み
や
宮
と
定
め
「
日ひ

之の

少わ

宮み
や

」
と
も
言
わ
れ
淡
路
島
神
、
多
賀
明

神
、
津
名
名
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

社
号
が
神
社
で
な
く
「
神
宮
」
で
あ
る
こ

と
に
注
目
さ
れ
た
し
。

　

阿
波　
大お

お
あ
さ
ひ
こ
の
お
お
か
み

麻
比
古
大
神

　

天
富
命
が
こ
の
地
に
来
て
麻あ

さ

、
楮こ

う
ぞを
植

え
麻
布
、
木
綿
を
精
製
し
殖
産
の
神
と
し

て
祖
先
の
天

あ
ま
の
ふ
と
た
ま
の
み
こ
と

太
玉
命
（
大
麻
比
古
大
神
）

を
祭
っ
た
。

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
26
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
４
年
生
以
上
を
対

象
に
、
年
間
12
回
程
度
、
原
則
土
曜
日
の
午

前
中
に
科
学
工
作
を
中
心
に
実
施
す
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
年
間
通
じ
て
の
参
加
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
入
会
方
法
等
は
学
校
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
会
員
募
集

　

友
の
会
は
月
一
回
、
会
員
向
け
に
楽
し
い

科
学
工
作
や
科
学
実
験
、
自
然
観
察
な
ど
を

行
う
会
で
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

入
会
方
法

　

科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

大麻比古神社

セ
ン
タ
ー

科
学
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く
尊
ぶ
八
桙
神
社
の
伝
統
は
、
村

を
挙
げ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

八
桙
寺
で
五
年
前
か
ら
続
い
て
い

る
写
経
会
は
、
本
来
の
目
的
で
あ

る
写
経
以
外
に
参
加
者
同
士
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
て
、
会
話
も

温
か
く
、
こ
れ
も
何
物
に
も
代
え

難
い
ひ
と
と
き
で
あ
る
。
女
性
た

ち
も
活
動
的
で
、
空
き
缶
、
古
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
神
社
、
墓
地

の
清
掃
な
ど
の
共
同
作
業
も
伝
統

的
に
続
い
て
い
る
。
こ
れ
も
自
慢

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
宮
内
も

ご
多
分
に
漏
れ

ず
、
村
の
高
齢

化
お
よ
び
過
疎

化
は
否
め
な
い
。

10
年
後
、
20
年

後
は
ど
ん
な
ふ

う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
。
時

代
の
波
で
多
少
の
風
景
の
変
化
は

あ
ろ
う
と
も
、
人
々
の
温
か
さ
は

不
変
の
も
の
で
あ
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
つ
く
づ
く
思

う
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

宮
内
の
田
園
風
景
が
活
気
づ
く

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
は
、
す
ぐ
そ
こ

で
あ
る
。

　

次
は
、
上
中
町
の
里
広
理
恵
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

井
上　

正
恵

ハ
ウ
ス
み
か
ん
金
の
色
し
て
積
ま
れ
を
り
流
し
た
汗

の
甘
み
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　

森　

ゆ
き
子

ほ
こ
ほ
こ
と
尾
根
の
落
ち
葉
を
踏
み
し
め
て
登
る
か

も
道
古
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　

枝
川　

照
子

ひ
と
仕
事
終
え
れ
ば
ソ
フ
ァ
ー
に
寝
か
さ
れ
て
八
十

五
才
の
私
が
あ
る

　
　
　
　
　
　

真
田
美
代
志

今
日
も
又
生
き
て
居
た
よ
と
ひ
と
り
言
コ
ー
ヒ
ー
た

て
て
朝
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　

湯
浅
佐
智
子

限
り
あ
る
い
の
ち
を
日
々
に
絞
り
鳴
く
一
途
な
蝉
の

性
の
愛
し
き

　
　
　
　
　
　

程
野　
　

茂

今
飲
み
し
冷
水
滲
み
出
る
様
に
汗
流
れ
落
つ
畑
の
草

抜
き

　
　
　
　
　
　

川
口　

節
子

住
み
慣
れ
し
村
に
残
れ
る
潜
水
橋
流
れ
る
水
は
日
々

を
新
た
に

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

瀬
藤　

豊
子

と
見
こ
う
見
し
て
梅
林
を
す
す
み
け
り

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
長
生
町
宮

内
は
、
全
国
一
社
八
桙
神
社
を
中

心
に
し
て
30
余
軒
が
集
ま
っ
た
小

さ
な
村
で
あ
る
。
背
後
を
山
に
守

ら
れ
て
い
る
た
め
、
北
風
が
遮
ら

れ
冬
は
暖
か
い
。
南
側
は
広
大
な

田
園
が
広
が
り
、

空
気
の
美
し
い

の
ど
か
な
地
域

で
あ
る
。
今
回

は
こ
の
宮
内
を

自
慢
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

　

自
然
豊
か
で

穏
や
か
な
風
景
は
、
私
が
子
ど
も

の
頃
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

毎
日
犬
と
散
歩
し
な
が
ら
、
穏
や

か
な
幸
せ
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
自

然
環
境
だ
け
で
な
く
、
宮
内
の
社

会
環
境
か
ら
く
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
小
さ
な
集
落
故
の
恩
恵
は

大
い
に
あ
る
。
行
き
交
う
人
は
た

い
て
い
顔
見
知
り
の
親
し
さ
が
あ

り
、
常
に
和
や
か
に
時
節
の
あ
い

さ
つ
が
交
わ
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
宮
内
の
人
々
が
こ
よ
な

　
　

植
田
真
一
郎

デ
イ
ケ
ア
の
声
だ
け
元
気
鬼
は
外

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

利
津

大
霜
に
伊
勢
参
道
の
泥
る
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清
朔

妻
は
試
歩
息
を
合
わ
せ
て
青
き
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
東
美
恵
子

春
の
雪
日
本
列
島
嘗
め
狂
う

　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

耕
風

梅
の
谷
人
を
静
か
に
歩
ま
せ
て

手
塚　

真
帆

宵
え
び
す
床
に
ず
ら
り
と
福
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

裕
子

濁
声
の
コ
ー
チ
の
ノ
ッ
ク
余
寒
な
お

中
富　

範
子

竹
生
島
め
ざ
す
湖
上
や
春
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

横
井　

知
昭

野
焼
す
る
人
に
尋
ね
る
登
山
口阿

南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

佐
藤
つ
た
え

な
ん
だ
っ
け
階
段
上
が
っ
て
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
ス
ニ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

利
き
過
ぎ
た
塩
が
世
間
を
狭
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

何
事
と
割
り
込
ん
で
み
る
好
奇
心

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

齢
よ
り
も
若
い
は
ず
だ
と
言
い
聞
か
す

475

市
民
文
芸

わ
が
村
・宮
内

長生町
和田 紀子さん
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阿南市立図書館だより
４月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業）

移動図書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は20日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
 3日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30〜15:00
 9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00〜15:30
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00〜14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30〜16:00
11日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00〜11:30

上 中 分 館 前 14:30〜15:00
17日㈭ 山 口 分 館 前 14:30〜15:00

　 大 潟 分 館 前 15:30〜16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
18日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30〜11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30〜14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00〜15:30

24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00〜14:30
橘 団 地 前 15:00〜15:30
福 井 公 民 館 前 16:00〜16:30

４月の巡回日程

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

としょかんライフ

新着図書コーナー

Let’s enjoy

図書館では１年間に約１万冊の本を受け入れます。
（阿南・那賀川・羽ノ浦図書館合計）
新しく入った本は各館の「新着図書コーナー」に並びます。

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

新着図書リストもご用意しています。貸出中の場合やほか
の館に本がある場合は予約することができますので、どう
ぞご利用ください。

▲那賀川図書館
　新着図書コーナー

▲羽ノ浦図書館
　新着図書コーナー
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。６月号の締め切りは４月30日㈬です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

徳島県母子家庭等就業・自立
支援センター就業支援講習会

対象　母子家庭の母、父子家庭の父および
寡婦で、就業と自立に意欲のある方
科目・日時　

▼パソコン講習（昼間）ワード検定
５月７日〜30日（月・水・金11日間）
9:00〜16:00／締切：４月25日㈮

▼日商簿記3級
５月１日〜６月４日（月・水・金15日
間/初日のみ木曜日）10:00〜16:00／
締切：４月21日㈪
場所　徳島県立総合福祉センターほか
受講料　無料（テキスト代等は必要）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記入
のうえ、本人がお申し込みください。その
際、印鑑をご持参ください。
問（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 仁木（☎088－654－7418）へ

平成26年度
国家公務員採用試験（４月受付分）

問 人事院四国事務局第二課試験係
　（☎087－831－4765）へ

法テラス徳島の
情報提供・無料法律相談

■情報提供（予約優先制）
法的トラブルでお悩みの方に、法制度に関
する情報と、相談機関・団体等相談窓口に
関する情報を無料で提供します。
日程　月〜金曜日の9:00〜17:00
※面談も行っています。
■無料法律相談　経済的に余裕のない方が
法的トラブルにあったときに、無料で法律
相談を行い、必要な場合、弁護士・司法書
士の費用の立て替えを行います。
※資力要件を満たしていることが条件。
日程　 ▼弁護士相談は月〜金曜日 ▼司法書
士相談は水曜日
場所　法テラス徳島など

問 法テラス徳島
　（☎050－3383－5575）へ

「とくしま発達障がい啓発イベント
2014」を開催

「世界自閉症啓発デー（４月２日）」、「発達
障害啓発週間（２日〜８日）」にちなんで
イベントを開催します。
日時　４月５日㈯　10:00〜
場所　文化の森　21世紀館
内容　 ▼自閉症児を題材に製作された映画

「星の国から孫ふたり」上映会 ▼パネル展・
作品展 ▼個別相談会など
入場料　無料
【相談の受付】
「徳島県発達障がい者総合支援センターハ
ナミズキ」では、発達障がいに関して、乳
幼児から成人まであらゆる年代層の方の、
家庭生活や学校生活、就労に関する相談を
受け付けています。
問 徳島県発達障がい者総合支援センター
　（☎0885－34－9001）へ

不動産の無料相談会

適正な地価形成や地価情報の普及のため不
動産鑑定士による不動産の価格に関する無
料相談会を開催します。
日時　４月７日㈪　10:00〜16:00
場所　フジグラン阿南
問 徳島県不動産鑑定士協会
　（☎088－623－7244）へ

合気道教室練習生募集 

合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　５〜15歳
稽古日時　毎週金曜日　19:00〜20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　（☎49－4077）へ

高校生のための英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

県内の高校生が学校の枠をこえて、ＡＬＴ
（外国語指導助手）たちと英語が通じる喜
びを感じながら楽しく活動しています。他
校にお友達もできますので、１人でも気軽
にご参加ください。
日時　４月27日㈰　14:00〜16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろば ACE 事務局　土井
　（☎23－5875）へ　※19:00 以降

第25回
那賀川流域
センチュリーラン
羽ノ浦大会
参加者募集

日時　５月18日㈰　9:10スタート
（受付 8:00〜）※少雨決行
コース　Ａコース 113㎞、Ｂコース 46㎞
参加資格　Ａコースは６時間以内、Ｂコー
スは３時間以内で完走できる方（未成年者
は保護者の承諾が必要）
定員　550人（申込順）
参加料　大人4,000円、中・高校生3,000円

（参加記念品・保険料・完走証・軽食等含む）
申込締切日　４月20日㈰
※申込方法等はお問い合わせください。
問 那賀川流域センチュリーラン実行委員会
　 福住（☎44－2153）へ

親子和太鼓体験教室参加者募集
心とからだに響く和太鼓を一緒に楽しみま
せんか。
日時　４月５日㈯　10:00〜11:30
場所　宝田公民館
対象　幼・保年長児〜小 3 までの児童と

その保護者
参加費　無料
※運動しやすい服装で、上履きを持参して

ください。バチはお貸しします。
問 あなん子ども太鼓クラブ保護者会
　 達田（☎090－9773－0332）へ

　 　
第17回ウォークラリー
参加者募集

コースに沿ってチェックポイントを探し、
クイズを解きながら楽しく歩き、健康と運
動について学びませんか。
日時　４月19日㈯  10:00〜14:00
　　　※雨天中止
場所　阿南共栄病院（玄関前に集合）
定員　30人（申込順）
申込締切日　４月７日㈪
参加費　200円
※ヘルシー弁当（800円）を希望される方
は事前にお申し込みください。
持参物　タオル、飲み物、帽子、薬など
※運動のできる服装でお越しください。
問 阿南共栄病院看護部
　（☎44－3131）へ

試　　験　　名 受付期限 第１次
試験日

▼院卒者試験、大卒程度試験

総合職 院卒者 インターネット
8日㈫ 4/27㈰大卒程度

一般職（大卒程度） インターネット
21日㈪ 6/15㈰

専門職

航空管制官

インターネット
14日㈪ 6/8㈰

法務省専門職員
（人間科学）
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
皇宮護衛官

（大卒程度試験）
食品衛生監視員

▼高卒者試験等

海上保安学校学生（特別）
インターネット

8日㈫
郵送または持参

4日㈮
5/18㈰
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）

日時　４月10日㈭、24日㈭ 
　　　13:00〜17:00
場所　文化会館１階　工芸室

問 とくしま地域若者サポートステーション
（☎088－602－0553）へ

球場へ行こう！

ＪＡアグリあなんスタジアム
＜4月の日程＞
○第７回西日本生涯還暦野球大会

19日㈯、20日㈰
市内市民球場、那賀町・美波町の各球場
で同時開催
○野球観光ツアー

12日㈯　山三オールドクラブ（島根県）
29日㈷　京ヶ峰岡田病院（愛知県）

問 野球のまち推進課（☎22－1297）へ

第26回
阿南の加茂谷鯉まつり

開催期間　４月21日㈪〜５月10日㈯
イベント　５月４日㈷ 10:00〜（雨天順延）
場所　深瀬町河川敷

手作り鯉のぼりコンテスト作品大募集！
イベント時に手作り鯉のぼりコンテストを
開催します。あなたの作った鯉のぼりを会
場で泳がせてみませんか。入賞者には景品
を贈呈します。
出品規定　大きさは８ｍ以内で風雨に強い
素材を使用すること
応募方法　4月24日㈭までに電話でお申し
込みください。※作品は返却しません。

五月人形の募集！
鯉まつりに併せて五月人形展を開催します。
ご家庭に眠っている五月人形をお寄せくだ
さい。
人形の供養
日時　４月20日㈰　9:30〜
場所　深瀬町八幡神社境内
供養料　5,000円
募集期間　４月18日㈮まで
申込み・問い合わせは　同実行委員会
（加茂谷公民館内☎25－0113）へ

阿南光のまちステーションプラザ 
４月の催し

■展示コーナー　10:00 ～ 20:00
○手作りアクセサリー展　
　１日㈫〜13日㈰
○富岡公民館生涯学習作品展
　15日㈫〜27日㈰
○竹細工作品展
　29日㈷〜5月11日㈰

■体験コーナー
○健康と癒しのイオンパワービーズで
　ブレスレットを作りましょう !！

　　６日㈰　13:00 〜15:00
【申込締切日】４日㈮
【参加費】1,500円【定員】10人
○プリザーブドフラワーアレンジで
　母の日のプレゼント

　　27日㈰　13:00 〜15:00
【申込締切日】24日㈭　
【参加費】2,500円
【定員】10人【持参物】はさみ

※阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん
作りを常時開催中！

問 阿南光のまちステーションプラザ
　（☎ 24－3141）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　４月12日㈯　9:00〜12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－626－2083）
土・日曜日は地域会員　花野

（☎090－3787－0305）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

訓練科　溶接加工科
訓練期間　６月２日㈪〜11月28日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　４月１日㈫〜５月２日㈮

問 ポリテクセンター徳島
（☎088－654－5102）へ

ファミリー
デイキャンプ
参加者募集

日時　４月27日㈰、29日㈷　
　　　10:00〜15:00（日帰り）
場所　YMCA 阿南国際海洋センター
内容　野外料理、クラフト
定員　各日20家族程度（先着順）
参加費　中学生以上2,000円
　　　　幼児・小学生1,000円
持参物　軍手（綿100％のもの）、水筒
申込方法　電話でお申し込みください。
問 YMCA 阿南国際海洋センター
　（☎33－1221）へ

羽ノ浦町
岩脇公園
桜まつり

日時　４月６日㈰　9:30〜
場所　羽ノ浦桜づつみ公園
内容　岩脇小学校金管バンド演奏・羽ノ浦

町どんど鼓・阿波踊り徳島渦の会三
味線流し・ストリートパフォーマン
ス・野店・地元有志のフラダンス・
フリーマーケット・貸しボート遊覧
ほか

ライトアップ　4 月中旬まで
問 羽ノ浦町岩脇公園桜まつり保存会
　 亥本（☎44－2632）へ

在住外国人の
ための日本語
教室

日時　４月６日〜９月21日の毎週日曜日
　　　10:00〜12:00
場所　富岡公民館　講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半年20回分）
教材　「みんなの日本語Ⅰ」
　　　「みんなの日本語Ⅱ」（消費税別）
申込方法　申込用紙（公共施設に備え付け）
を当日にお持ちいただくか、電話または電
子メールでお申し込みください。
問 阿南市国際交流協会　小野
　（☎44－6652）へ
E-mail：himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

実施日 採血場所 所在地 採血時間

17日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町
10：00〜13：00

14：00〜16：30

18日㈮

四 国 電 力 ㈱
阿 南 営 業 所 富 岡 町 12：10〜13：30

日本電工㈱徳島工場 橘 町 14：10〜16：00

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（４月）
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健康いきいき情報

風しん予防接種費用の一部助成を継続成人用肺炎球菌ワクチン接種費用の一部助成

対象　「妊娠を希望または妊娠する可能性のある女性」または「昭
和39年４月２日〜平成２年４月１日生の男性」であり、どちらも
風しん抗体が低抗体価（HI 法で16以下、EIA法で８未満（妊娠初
期時に行う検査も含む））の方
自己負担額　3,500円（生活保護世帯は無料）
接種期間　平成27年３月31日まで　接種回数　１回
申請方法　保健センターまたはお近くの支所・住民センターに備え
付けの申請書を提出してください。申請時は、風しんの抗体が低抗
体価であることがわかるもの（保健所または医療機関が発行する証
明書、妊娠初期時の抗体価がわかる母子健康手帳）を提示してくだ
さい。生活保護世帯の方は証明できるものを提示してください。家
族による代理申請も可能です。
予診票の交付　保健センターで申請した場合はその場でお渡します。
支所・住民センターで申請した場合は、後日、ご本人様に郵送しま
す。
接種場所　市内の委託医療機関
※予約してから予防接種を受けてください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

成人用肺炎球菌ワクチン接種費用の一部を助成します。希望される
方は、事前に申請してください。接種は任意です。

対象　阿南市に住所を有する満75歳以上の方（接種日時点）で、
過去５年以内に同ワクチン接種を受けていない方
期間　４月１日〜平成27年３月31日
助成額　2,000円（生活保護受給者の方は7,500円）
※各医療機関の定める接種費用から、助成額を差し引いた額を医療
機関にお支払いいただくことになります。
申請方法　保健センターまたは支所・住民センターに申請してくだ
さい。生活保護受給者の方は、申請時に生活保護受給者証を提示し
てください。
接種場所　市内の指定医療機関（要予約）
※指定医療機関については、かかりつけ医または保健センターにお
問い合わせください。
※市外の医療機関で接種した場合は、助成対象となりませんのでご
注意ください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

事前に「予防接種と子どもの健康」を読んで、お子さまの体調のよいときに接種を受けてください。（保護者同伴のこと）

予防接種名 対　　　象　　　者 接種期間 接種場所
Ｈｉｂ感染症

生後２カ月以上生後60カ月（５歳）に至るまで

通年

委
託
医
療
機
関

小児の肺炎球菌感染症
ＢＣＧ 生後３カ月から生後１年に至るまでの間にある方

三種混合
（ジフテリア ･ 百日せき・破傷風） 第１期 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至

るまでの間にある方

不活化ポリオ
生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間
にある方四種混合

（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ）

MR（麻しん風しん混合）
第１期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間

にある方

第２期 平成20年４月２日から平成21年４月１日生
まれの方（いわゆる年長児に相当）

平成27年
３月31日まで

日本脳炎

第１期
生後６カ月から生後90カ月に至るまでの間
にある方（阿南市では３歳を迎える月の下旬
に通知しています）

通年

第２期 ９歳以上の方

特　例
対象者

平成７年４月２日から平成19 年４月１日生
まれの方は１期、２期共に20歳まで接種で
きます

ジフテリア・破傷風二種混合 第２期 11歳以上13歳未満の方
ヒトパピローマウイルス感染症

（子宮頸がん予防ワクチン）
小学校６年生から高校１年生相当の女子

（阿南市では中学校１年生相当の方へ通知しています）

※三種混合、不活化ポリオ、四種混合予防接種は①三種混合と不活化ポリオ②四種混合のどちらかでの接種となります。
※現在、子宮頸がん予防ワクチンは積極的にはお勧めしていません（平成26年３月時点）。有効性とリスクを理解した上

で受けてください。また、平成26年４月時点において中学２年生から高校１年生に相当する方で子宮頸がん予防ワク
チンを希望される方は、以前に送付した予診票で受診してください。

※転入された方、予診票をなくされた方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちの上、保健センターへお越しください。
※委託医療機関の詳細は阿南市ホームページに載せています。
問い合わせは　保健センター（☎22ー1590）へ

予防接種のお知らせ
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４月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30〜11:30
日程　 9日㈬　桑野公民館
　　　16日㈬　加茂谷公民館
　　　23日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈫、８日㈫、11日㈮、15日㈫、18日㈮、
22日㈫、25日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
４月

子どもさんの入園・入所を控えている保護者の皆さんは、お子さんへの期待感い
っぱいでお過ごしのことでしょう。けれども、子どもたちは不安と期待で小さな
胸をドキドキさせています。「頑張って」だけではなく、「幼稚園（保育所）で優
しい先生やお友達が待っているよ」「楽しいことがいっぱいあるよ。たくさん遊
んできてね」など、うれしい園生活になるような言葉をかけてあげましょう。
また、笑顔で「いってらっしゃい」「おかえりなさい」のあいさつも忘れないでく
ださいね。保護者の方の優しい励ましの言葉が、幼稚園（保育所）の保育者との信
頼関係を築きます。子どもたちは安心して登園できるようになると、友達と遊ぶ
ことにも慣れ、楽しい園生活を送ることができるようになります。	 学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ －「いってらっしゃい！」－

（※＝要予約）
 4日㈮　高齢者とのふれあい食事会※
14日㈪　発育計測
16日㈬　ミュージックケア（乳児）※
21日㈪　発育計測
23日㈬　ミュージックケア（幼児）※
24日㈭　お誕生会
25日㈮　おはなしコロリン
28日㈪　こいのぼり製作
問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 〜 16:00

４月

平成26年度は、４月８日㈫から開設しま
す。

 8日㈫　いっしょに遊ぼう
15日㈫　おはなしをきこう
18日㈮　折り紙で小物作り（ティッシュ

ケース）
22日㈫　お誕生会
11日㈮・25日㈮　うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日	9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

 8日㈫　はじめまして　よろしくね
15日㈫　親子で作ろう　こいのぼり
22日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日	 8:30〜12:00
	 14:00〜15:30

 8日㈫　おはなしいっぱい
15日㈫　みんなで遊ぼう
22日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日	 9:00〜14:00

 8日㈫　おはなしのポケット
15日㈫　みんなで遊ぼう
22日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日	 9:00〜14:00

かもだ岬温泉保養センター
【４月の休館日】

　 7日㈪、14日㈪、21日㈪、
28日㈪　

問 同センター（☎ 21 － 3030）へ

阿南ファミリー・サポート・センター会員募集中!!

ファミリー・サポート・センターでは、子育て援助を受けたい人（依頼会員）と応援する人
（提供会員）が会員となって有償で子育て支援事業を行っており、その依頼会員、提供会員
を募集しています。登録は無料で、年中無休で支援活動を行っています。子育てに関するお
得な情報も発信していますのでご活用ください。
【子育て援助の内容】

・幼稚園、保育所等の送り迎え
・保護者等の外出の場合の預かり
・保護者等のリフレッシュの援助
・休園、休校時の援助　など
※お困りの時は相談に応じます。

【援助依頼】
　アドバイザーを通じて提供会員を紹介
【報酬の支払い】
　依頼会員が提供会員に支払う報酬
　月〜金　7:00〜21:00　700円/時間
　土・日・祝日・年末年始、上記以外の時間帯
　 800円/時間
※２人目からは半額
【登録に必要なもの】

・保護者の顔写真２枚（3.5cm×2.5㎝）
・印鑑

問 阿南ファミリー・サポート・センター（☎24－5550）へ
　 阿南市富岡町今福寺40番地17　阿南市社会福祉会館２階（阿南駅南隣）

提供会員紹介 ▶

▶

援助依頼申込み

３

2

４

▶
▶

▶

▶６

１

５

阿南ファミリー・サポート・センター阿南ファミリー・サポート・センター

▶

▶
７

活動報告書提出

援助活動

援助活動依頼

報酬の支払い

事前打ち合わせ

依頼会員依頼会員 提供会員

アドバイザー

事前打ち合わせ
お子様と一緒に提供会員宅を訪問し、
依頼内容等を話し合います。

ファミリーサポートセンター

て ひ ろ ば育子
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生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・飼い犬
が変わったときなどは届け出が必要です。

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

４月 地区 時　　間 場　　　　　所

３
日
㈭

羽
ノ
浦

 9:30～ 9:50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:00～10:10 羽ノ浦分団第５班消防詰所前
10:20～10:30 明 見 集 会 所
10:40～10:50 岩 脇 選 果 場 前
11:00～11:20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00～13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30～13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00～14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

４
日
㈮

羽
ノ
浦

 9:30～ 9:50 春 日 野 中 央 公 園
10:00～10:20 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー 前
10:30～10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50～11:10 羽 ノ 浦 神 社 前
13:00～13:10 野 神 児 童 公 園
13:20～13:30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:40～13:50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:00～14:10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

７
日
㈪

福　

井

 9:20～ 9:40 福 井 駅 前
 9:50～10:00 福 井 南 小 学 校
10:10～10:20 長 谷 川 バ ス 停 前
10:40～10:50 椿 地 集 会 所 前
11:00～11:20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:30～11:40 大 宮 八 幡 神 社 前
13:00～13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40～14:00 内 歩 教 育 集 会 所 前
14:10～14:20 湊 集 会 所

８
日
㈫

桑　

野

 9:30～ 9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
 9:50～10:20 山 口 分 館 前
10:30～11:00 川 西 集 会 所 前
11:10～11:40 桑 野 駅 前
13:00～13:30 浦 の 内 集 会 所 前
13:40～13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00～14:30 大 地 田 村 商 店 前
14:40～15:00 成 松 集 会 所 前

10
日
㈭

長
生
・
大
野

 9:30～ 9:50 西 方 大 将 軍 神 社 前
10:00～10:10 三 倉 玉 泉 寺 前
10:20～10:40 明谷コミュニティセンター前
10:50～11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20～11:30 長 生 隣 保 館 前
13:00～13:20 下 大 野 八 幡 神 社 前
13:30～14:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:10～14:20 大 野 隣 保 館 前
14:30～14:40 中 大 野 教 育 集 会 所 前
14:50～15:00 上 大 野 八 幡 神 社 前

14
日
㈪

見
能
林

 9:20～ 9:40 旧 才 見 分 館 前
 9:50～10:10 中 林 町 杉 本 商 店 前
10:20～10:40 中 林 分 館 前
10:50～11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20～11:50 見 能 林 公 民 館
13:00～13:30 林 崎 正 八 幡 神 社
13:40～14:10 大 潟 分 館 前
14:30～15:00 津 乃 峰 分 館 前

15
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

 9:30～ 9:40 働 々 バ ス 停 前
 9:50～10:00 上 地 消 防 詰 所 前
10:10～10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40～10:50 小 吹 川 原 バ ス 停 前
11:00～11:10 椿 泊 連 絡 所 前
13:00～13:20 鵠 分 館 前
13:30～13:40 海 正 八 幡 神 社 前
13:50～14:10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:20～14:30 橘 こ ど も セ ン タ ー 前
14:40～14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　　　所

17
日
㈭

加
茂
谷

 9:30～ 9:50 お 松 権 現
10:00～10:10 水 井 集 会 所 前
10:20～10:30 細 野 橋 北 詰
10:40～10:50 農 協 大 井 支 所 前
11:00～11:10 十八女コミュニティセンター前
11:20～11:40 深瀬コミュニティセンター前
13:00～13:20 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13:30～13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00～14:10 熊 谷 町 集 会 所 前

18
日
㈮

新　

野

 9:30～10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10～10:50 東 重 友 集 会 所 前
11:00～11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00～13:20 久 田 橋 東 詰
13:30～13:40 新 野 西 小 学 校 前
13:50～14:10 農 協 徳 信 集 荷 場 前
14:30～14:40 新 富 集 会 所 前
14:50～15:10 生 谷 バ ス 停 前

21
日
㈪

那
賀
川

 9:30～ 9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00～10:10 芳 崎 市 瀬 商 店 前
10:20～10:40 那 賀 川 分 団 第 ２ 班 消 防 詰 所
10:50～11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20～11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00～13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30～13:40 小 延 日 吉 神 社
13:50～14:00 島 尻 厳 島 神 社
14:10～14:20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14:40～14:50 古 津 八 幡 神 社

22
日
㈫

那
賀
川

 9:30～ 9:50 東とくしま農協西原出張所前
10:00～10:10 大 京 原 会 館
10:20～10:30 中 島 会 館
10:40～11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10～11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00～13:20 里 八 幡 神 社
13:30～13:40 中 島 郵 便 局 前
13:50～14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10～14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合 前
14:30～14:50 出 島 神 明 神 社
15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

24
日
㈭

宝
田
・
中
野
島

 9:20～ 9:40 石 本 秀 松 園 前
 9:50～10:20 宝 田 公 民 館 前
10:30～10:40 阿南バッティングセンター横
10:50～11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10～11:30 上 中 分 館 前
13:00～13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20～13:30 王 子 神 社
13:40～14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10～14:40 横 見 消 防 詰 所 前
14:50～15:00 横 見 児 童 遊 園 前

25
日
㈮

富　

岡

 9:20～ 9:40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
 9:50～10:10 王 子 バ ス 停 広 場
10:20～10:30 住 吉 老 人 ル ー ム
10:40～10:50 住 吉 町 住 吉 神 社
11:00～11:20 日開野コミュニティセンター前
13:00～13:20 西 新 町 木 下 家 具 店 前
13:30～13:50 阿南青少年健全育成センター前
14:00～14:20 正 福 寺 入 口
14:30～14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館
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４月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬・16日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

感動のソチ五輪から１カ月余り。今でもあのシーンを思い出すと胸が熱くなります。フィギュアスケート・フリーで浅田真央選手が最後のポー
ズを決めた瞬間、涙した人も多かったのではないでしょうか。幸いなことに４月、浅田選手を間近で見る機会を得ました。ソチの銀盤に名を刻
んだメダリストたちも集結するアイスショー。瞬きせずに、その姿を目に焼き付けてきたいと思います。（山田）
毎朝、同じ時刻の汽車に乗っていた高校生の姿を、いつのまにか見なくなりました。卒業したのかなと思うと、少し寂しいような気もします。
まだひんやり冷たい春の風に、「出会い」と「別れ」を強く意識させられる季節。これからも、取材先で出会ったたくさんの方との「縁」を大
切にしていけたら。そんなことを思いました。（相田）

編集室の

窓

４月の市税

■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
納期限は、４月30日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  27日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

6日 馬原医院 新 野 町 ☎36ー3339

13日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22ー1313

20日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27ー0047

27日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44ー3700

29日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23ー3600

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

４月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00
日	開催日　　　時	時間　　　所	場所　
予	予約受付　　問	問い合わせ先

４月の相談

法律相談（要予約） ３日㈭・17日㈭
時	13:30〜16:30　所	市役所１階　市民相談室
予	１カ月前から　問	市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 ８日㈫・22日㈫
時	9:30〜11:30　所	市役所１階　市民相談室
問	市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 25日㈮
時	14:00〜16:00　所	ひまわり会館１階
問	市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時	9:30〜16:30　所	消費生活センター
問	消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ９日㈬
時	13:30〜16:00　所	加茂谷公民館、宝田公民館
問	人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 30日㈬
時	13:30〜16:00　所	ひまわり会館１階
問	人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日	月曜日〜金曜日（祝日除く）時	9：00〜12：00
問	家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪
時	10:00〜15:00　所	市民会館内社会福祉協議会
問	社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日	1・8・15・22日　時	13:00〜17:00
日	11・25日　時	13:00〜16:00
所	市民会館２階　相談室　予	随時
問	男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月はありません
時	9:00〜15:30　所	市商工業振興センター
予	1カ月前から電話による完全予約制
問	徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※５月の相談日は１日㈭です。

スポーツ施設４月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 7・14・21・28日

那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30日

羽ノ浦総合国民体育館 7・14・21・28日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28日

県南部健康運動公園 1・8・15・22・30日

人口と世帯数

人口 76,634人	（−84）
（男）36,944人	（−27）

（女）39,690人	（−57）

世帯数 30,053世帯（−3）

※平成26年２月末日現在
　カッコ内は前月対比
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梅
、
桜
、
ホ
タ
ル
、
紅
葉
と
、
四
季
折
々
で

豊
か
な
表
情
を
み
せ
て
く
れ
る
明
谷
地
区
。
な

か
で
も
３
月
は
も
っ
と
も
華
や
ぐ
。
梅
が
満
開

と
な
り
、
堂
谷
川
沿
い
に
白
や
ピ
ン
ク
が
浮
か
び

上
が
る
光
景
は
息
を
の
む
美
し
さ
。
梅
が
古
く

か
ら
明
谷
の
象
徴
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
出
迎
え
て
く
れ
る
の

は
花
だ
け
で
は
な
い
。
梅
の
馥ふ

く

郁い
く

た
る
香
り
を

多
く
の
人
に
届
け
た
い
と
、
梅
林
づ
く
り
に
情

熱
の
限
り
を
注
ぐ
「
梅
の
郷
明
谷
梅
林
」
の
皆

さ
ん
。
春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
屈
託
の
な
い
笑
顔
に

出
会
う
と
、
心
は
も
う
春
色
だ
。

　

明
谷
梅
林
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
１
６
３

３
（
寛
永
10
）
年
頃
ま
で
溯

さ
か
の
ぼる
。
渓た

に
の
端
に
自

生
し
て
い
た
数
本
の
梅
の
木
を
愛
し
た
地
元
の

人
々
が
、
苗
木
を
作
り
育
て
た
こ
と
に
始
ま
る
。

接
木
の
技
術
も
習
得
。
梅
の
好
相
場
が
後
押
し

し
、
次
第
に
広
が
っ
た
。
昭
和
37
年
の
梅
林
開

き
に
は
１
万
人
の
花
見
客
が
訪
れ
る
な
ど
、
明

谷
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
に
。
後
に
、
明
谷
梅
林
保

勝
会
が
誕
生
し
、
長
年
に
わ
た
り
梅
林
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
農
家
数
の
減

少
や
会
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
継
続
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

危
機
的
状
況
を
救
っ
た
の
は
、
長
年
ま
つ
り

に
携
わ
っ
て
き
た
奥
田
國
夫
さ
ん
（
70
歳
）
の

ひ
と
言
だ
っ
た
。「
ど
な
い
ぞ
な
ら
ん
か
」。
年
齢

を
逆
行
さ
せ
る
尽
き
な
い
意
欲
が
周
囲
の
心
を

動
か
し
た
。
新
た
に
２
人
の
会
員
を
迎
え
、「
梅

の
郷
明
谷
梅
林
」
と
し
て
新
た
な
船
出
を
切
っ

た
。

　
「
花
見
の
時
季
が
来
る
た
び
に
心
躍
ら
せ
て
き

た
、
あ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
が
ど
う
し
て
も

忘
れ
ら
れ
な
く
て
。
観
光
の
時
代
に
あ
っ
て
、
止や

め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
夢
を
持
ち
続

け
た
い
。
体
が
動
く
限
り
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
」

　

華
や
か
な
看
板
は
意
気
込
み
の
表
れ
。
そ
れ

に
応
え
る
よ
う
に
、
地
元
の
婦
人
会
や
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
伝
統
と
誇

り
を
受
け
継
ぐ
人
々
の
思
い
に
触
れ
た
時
、
新

た
な
梅
の
魅
力
に
出
会
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

先
人
た
ち
が
思
い
を
寄
せ
、
曲
折
を
経
て
き
た

梅
林
ま
つ
り
。
農
園
を
ど
う
守
り
、
生
か
し
て

い
く
か
。
問
い
か
け
は
時
代
を
超
え
て
続
く
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！
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